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 1）医療連携センターの組織・機能図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役割 

医療連携センターでは地域医療連携体制の窓口として，地域の保健医療サービス又は福祉サ

ービスを提供する者，地域医療機関が密接な連携を図り，患者が満足できる適正で質の高い医療

を提供するための役割を担う。 

① 医療相談及び医療福祉相談等に関すること。 

② 地域医療機関との連携に関すること。 

③ 先端医療に係る情報の収集及び提供に関すること。 

④ 地域医療機関等に対する専門的医療の支援に関すること。 

⑤ 社会資源の活用に関すること。 

⑥ その他医療連携に関すること。 
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医療連携センター機能図

①医療の機能分担明確化と病診連携による効率的な医療を提供する体制の充実
②効率的な退院ケアのできる体制の整備
③患者・家族の抱える様々な問題に対する支援のための相談窓口
④難病医療拠点病院連携協議会の事務局
⑤当院と地域医療ネットワークをリンクさせる窓口の統合と管理システム

院内診療
外来・病棟

中央診療施設

・術前管理センター
・入院センター
・ベットコントロールセンター
・高次救命治療センター など

連携 連携

連携

医療安全管理室

前方支援・後方支援

各連携部会（医会等）

研修（事例検討会・実習等）

地域関係者からの相談

地域の医療機関



退院支援に関する連携図

岐阜大学病院

病院・診療所
訪問看護
ステーション

精神保健
センター

保健所

介護保健施設

その他の施設

市役所・町村役場

社会福祉協議会

地域包括支援センター

居宅介護支援事業所

介護保険サービス事業所

医 療 保 健

福 祉

行 政

薬剤師・栄養士・理学療法士・
作業療法士等

担当看護師

主 治 医

緩和医療
チーム

連携

退院調整看護師
・ソーシャルワーカー

患者さん
ご家族

外来看護師

皮膚排泄ケア認定看護師



組織 

１ 構成要員：センター長，副センター長，センター専任看護師，ソーシャルワーカー，

センター専任事務職員，（医師，臨床検査技師，薬剤師，栄養士） 

２ 稼 動 日：月～金曜日 8 時 30 分～17 時 15 分 （祝祭日は稼動停止） 

業務内容 

医療連携センターでは下記の業務を行う。 

１ 診療予約 

予約受付時間 平日 8：30 から 17：00 

予約受付時間までに着信した依頼は，原則として受付後 30分以内に折り返しＦＡＸで予

約票を返信する。 

予約受付時間以降に着信した依頼は，翌朝返信とする。 

休前日の場合は，休み明けの朝とする。 

 

(1) 紹介元の医療機関より依頼様式『紹介連絡・予約申込書』が送信されるので当院の受診

歴の有無を確認の上，当院に受診するのが初めての患者であれば，電子カルテへ登録

し患者ＩＤ番号を発行する。 

(2) 受診希望の診療科，希望日時を確認し，診療予約を電子カルテへ受付の入力を行う。 

(3) 紹介元の医療機関へＦＡＸにて診察日時を連絡する。 

 

２ 検査予約 

(1) 紹介元の医療機関より依頼様式『紹介連絡・予約申込書』が送信されるので当院の受診

歴の有無を確認の上，当院に受診するのが初めての患者であれば，電子カルテへ登録

し患者ＩＤ番号を発行する。 

(2) 希望の検査日時を確認し，検査予約を電子カルテへ受付の入力を行う。 

・医療連携センターで扱う検査予約 

 ＣＴ，ＰＥＴ-ＣＴ，ＭＲＩ，マンモグラフィ，胃内視鏡，心臓カテーテル検査 

(3) 紹介元の医療機関へＦＡＸにて検査の予約票，必要であれば同意書・問診票・事前確

認事項シートを送信し連絡する。 

 

３ 他病院の予約取得 

(1) 医師より患者を他医療機関へ紹介するよう，診療等の予約取得依頼があった場合，紹介

先医療機関の予約申込書に必要事項を記入しＦＡＸ送信する。 

(2) 紹介先医療機関より，診察日時等の連絡をＦＡＸ受信したら，患者へ手渡し又は郵送す

る。 



 

４ 病診連携報告書の送付 

(1) 医師が出力した病診連携報告書は医療連携センターに届けられる。 

(2) 紹介元の医療機関へは原則ＦＡＸ送信するが，郵送が必要な場合には『郵便発送依頼

簿』に記載の上，郵送する。 

 

５ 医療連携に関する広報活動 

(1) 『診療のご案内』 

内容 職員顔写真，専門分野，診察日，病院組織体系と概要を確認できる。 

発刊 年 1回 

配付先 岐阜県下の病院・医院，愛知県の一部（一宮市周辺） 

(2) 『医療連携ＮＥＷＳ』 

内容 大学病院の医療提供内容を，日頃の連携が濃い医療機関へ紹介する。 

発刊 年３回 （鵜舟と同様）  

配付先 アライアンス締結病院，病診連携登録機関，関連病院へ広報誌『鵜舟』に同封

し郵送 

(3) 医療連携週間の開催（患者さん等への啓発活動） 

内容 大学病院の医療提供をご理解いただく患者，地域住民向け情報提供の場と

して，地域医療機関と医療連携センターの機能と役割について，患者さん等に紹介

する。 

・医療に興味関心を持ってもらうなど，患者に分かりやすい・受診行動に繋がりや

すい情報提供 

・健康寿命の延伸に係る啓蒙活動 

・医療連携センターの業務紹介 

 

６ 地域連携パス支援のモニター管理と運用の支援 

患者が治療を受ける医療機関の間で共有する，治療開始から在宅復帰までの全体的な

治療計画「地域連携クリティカルパス」についての運用 

(1) 開始時の患者登録 

(2) 各種書類の作成補助 

(3) 患者，家族等への補足説明 

(4) 診察・検査等の受診状況の把握と連携機関との連絡調整 

(5) データ収集・統計 

 

７ 退院支援 

病棟看護師と医療連携センター看護師・ソーシャルワーカーが共同して入院前情報を活用



し，退院困難な要因を有する患者を早期に抽出し退院支援計画を立案する。入院後の早い

段階で患者，家族と面談した内容を共有し安心，安全，スピーディな転院・退院調整に向け

多職種支援カンファレンスを開催する。 

＊詳細はオンライン 運用マニュアル医療連携センター「入退院支援について」を参照 

 

８ 相談業務 

患者相談窓口を常設し患者等からの苦情，医療に関する相談（医療安全に係ることを含む）

に担当者を決め誠実に対応するとともに担当者は必要に応じて主治医，担当看護師等へ内

容を報告する。また，これらの苦情や相談は医療機関の安全対策等の見直しにも活用する。 

(1) 患者相談窓口の活動の趣旨，設置場所，担当者及びその責任者，対応時間等につい

て，患者等に明示する。 

(2) 患者相談窓口の活動に関し，相談に対応する職員，相談後の取扱，相談情報の秘密保

護，管理者への報告等に関する規約『岐阜大学医学部附属病院患者相談窓口取扱要

項』の整備。 

(3) 相談により，患者や家族等が不利益を受けないよう適切に配慮する。 

(4) 医療相談の概要 

 受付時間 ： 平日 9：00～17：00（祝・休日・年末年始を除く） 

相談方法 ： 面談または電話 

相談場所 ： 相談室 1 から 6，診察室等 

対象者 ：患者・家族（よろず相談も含む） 

原則、面談の予約は不要であるが、対応できない場合は，予約することもある。

医療連携センターで調整・予約する。 

＊セカンドオピニオン，女性専門相談は有料，それ以外は無料 

（5）医療相談の種類 

①看護相談 

外来患者・入院患者とその家族の療養についての相談に応じる。 

退院に伴う在宅療養支援などに応じる。 

療養生活指導が必要と思われる患者は，必要に応じて看護部外来・訪問看護師と連携

する。 

「難病相談」難病患者が安心して住み慣れた地域で療養できるための相談に応じる。 

 

②医療福祉相談 

医療費、生活費などの経済的問題や社会福祉制度の相談、仕事に関する相談、療

養生活、転院、退院に伴う相談に応じる。 

 

 



③がん相談・・・予約制 

「がん」に関わる医療や、がん患者の生活についての相談、「生殖医療相談」がん

治療に伴う妊孕性に伴う相談、「緩和ケア」に関する相談に応じる。 

※相談時間は、30 分程度までとする。 

予約方法：がんセンターのがん相談支援センター（TEL：058-230-7049）に電話す

る。 

 

④女性専門相談【予約制】  

相談料 30 分 11,000 円（税込）、以下 30 分毎 5,500 円（税込） 

女性医療スタッフによる健康相談。必要があれば専門医を紹介する。 

予約方法 1 相談希望者は医療連携センターへ女性専門相談申込書を FAX する。 

 

⑤セカンドオピニオン【予約制】  

相談料 30 分 11,000 円（税込）、以下 30 分毎 5,500 円（税込） 

診断法や治療法について主治医以外の意見を聞くことに関する相談に応じる。 

申し込み・問い合わせは医療連携センター（TEL：058-230-7049）に電話する。 

  予約方法：病院ホームページを参照にして申し込む。 

相談者が主治医にセカンドオピニオンを申し込むことを相談し、了解を得る。か

かりつけの医療施設の医療連携部門から、申込書や診療情報提供書などをＦＡＸ

にて岐阜大学病院の 医療連携センターへ送付し，担当医と内容を確認し日程調整

をしてから、予約日時をかかりつけの医療施設の医療連携部門へＦＡＸにて通知

する。かかりつけの医療施設は、相談者へ予約日時を通知し、当日持参する診療情

報提供書や資料等を渡す。 

 

⑥要望・苦情等 

診療についての要望、苦情等を受ける。 

メディエーター・医療支援課と連携して相談に応じる。 

 

９ 医療機能連携協定（アライアンスパートナーズ） 

地域医療連携の推進と医療の質の向上に資することを目的に、医療機能を異とする病

院間の対等な協定を締結している。（2017 年 4 月 1 日より実施し 2020 年 4 月現在 23 医

療機関と締結） 

年に３回以上の病院訪問を実施し、双方の医療の情報交換・空床管理の共有を行い、スム

ーズな医療連携業務を担っている。 

 

  １０ 病診連携機関登録制度 



地域医療の中心を担うかかりつけ医とのより緊密な医療連携を図ることが、地域医療の

向上に繋がる。病診連携を通じて本院との患者の紹介・受入れ等に貢献している医療機関

を病診連携登録機関として登録し、連携かかりつけ医として案内する病診連携機関登録制

度を実施している。 

（2018 年 10 月 1 日より実施） 

 

 １１ Ｗｅｂカルテシステム「ミナモねっと」 

 「ミナモねっと」は本院の患者が受診する他施設の医師、薬剤師等がインターネット回線

を通じて、岐阜大学医学部附属病院で保有する患者さんの診療情報を診療所・薬局で閲

覧できる。利用には登録が必要となる。 

問い合わせ ミナモねっと担当 058-230-7376 

受付時間  平日午前 8：30～ 



2）医療連携センター職員の役割 

 

 

 

職 務 名 役 割 

医療連携センター（全員） 

1．医療連携センター運営委員会の運営 

2．医療連携センター研修会企画運営 

3．医療連携センター内検討会運営 

医療連携センター長 

1．医療連携センター運営統括 

2．岐阜県医師会、岐阜市医師会との連携 

（関連会議に出席、研修会・学会などの講演等） 

医療連携副センター長 

1．医療連携センター運営管理 

2．岐阜県医師会、岐阜市医師会との連携 

（関連会議に出席、研修会・学会などの講演等） 

看護部 看護師 

 

看護師長 1名 1．医療連携センター看護師・看護業務の管理 

2．相談業務（看護） 

3．看護学生等実習受け入れ体制の整備 

退院調整看護師 2名 

（副看護師長 1名、

スタッフ 1） 

1．在宅に退院する患者の退院調整 

2．相談業務（看護） 

3．がん相談支援センターの運営 

4．地域医療福祉関係者からの相談 

5．看護学生等実習受け入れ 

難病医療専門員 1名 

（看護師） 

1．難病医療の確保に関する関係機関との連絡調整 

2．福祉施設等への医学的指導、助言 

3．協力病院等の医療従事者向けの難病研修会の開催 

4．難病患者の療養環境改善のための政策提言 

5．看護学生実習受け入れ 

入院センター担当 

看護師 5名 

1．入院センターの運営 

    

看護部 看護師 がんセンター 

看護師長 

1．がん相談支援センターの運営 

2．がん患者サロンの運営 

メディエーター 

看護師 

1．要望・苦情等受付 

 

 



職 務 名 役 割 

事務部 医療連携係 

 

 

 

 

ソーシャル 

ワーカー 

 

 

 

 

 

 

係長 1 名 

 

 

 

 

係員 4 名 

（内 1名パスコーデ

ィネーター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療連携係員 5 名 

 

・医療連携センター事務業務の管理 

・拠点病院事務（肝疾患診療支援センター、難病医療

連絡協議会、エイズ対策推進センター） 

・医療連携センター広報関連 

・セカンドオピニオン 

・転院もしくは社会復帰・社会的問題のある患者の退

院調整 

・相談業務（経済・社会保障・生活上の問題等） 

・地域連携パス（脳卒中）関連業務 

・がん相談支援センター関連業務 

・地域医療福祉関係者からの相談 

・看護学生等実習受け入れ 

・パスコーディネーター業務 

（必要書類作成、患者家族への説明、医療機関との調

整、パスモニター、地域医療機関関係者との会議等

に参加） 

・予約業務 

（診療及び検査予約、セカンドオピニオン・女性相談） 

・拠点病院事務（肝疾患診療支援センター、難病医療

連絡協議会、エイズ対策推進センター） 

・医療連携センター広報関連 

・病診連携に係る報告書等の送付 

    

事務部 医療支援係 

 

 

 

係長 1 名 

 

がん相談員 1 名 

・がんセンター事務業務の管理 

・拠点病院事務（がん診療連携拠点病院） 

・がん患者サロンの開催 

・がん患者サロン学習会の開催 

診療 

サービス係 

係長 1 名 ・要望・苦情等受付 

 

 

 

 



3）アライアンスパートナーズ／医療機能連携協定締結医療機関一覧 

 

 平成 29 年 4 月より国立大学法人岐阜大学医学部附属病院は、患者により適切な医療を提供するた

め、相互に有する医療機能を発揮し、連携を円滑に行うことにより質の高い医療環境を確保すること

を目指し、10 医療機関と相互が緊密な医療連携を図ることを目的として協定を締結しました。 

 平成 29 年 10 月には新たに 13 医療機関と協定を締結しました。 

（2019 年 4 月現在） 

 

 

医療機能連携協定締結病院 

（平成 29年 4月 1日～） 

医療機能連携協定締結病院 

（平成 29年 10 月 1日～） 

1 
医療法人 清光会 

岐阜清流病院  
1 

岐阜県厚生農業協同組合連合会 

中濃厚生病院 

2 
医療法人社団 誠広会  

平野総合病院 
2 美濃市立美濃病院 

3 山内ホスピタル 3 公立学校共済組合 東海中央病院      

4 
医療法人社団 友愛会 

岩砂病院・岩砂マタニティ 
4 医療法人徳洲会 大垣徳洲会病院 

5 医療法人社団 幸紀会 安江病院 5 医療法人社団 厚仁会 操外科病院 

6 
岐阜県厚生農業協同組合連合会  

揖斐厚生病院 
6 医療法人社団 志朋会 加納渡辺病院 

7 
岐阜県厚生農業協同組合連合会  

岐北厚生病院 
7 医療法人 和光会 山田病院 

8 羽島市民病院 8 医療法人社団 慈朋会 澤田病院 

9 医療法人社団 登豊会 近石病院 9 
医療法人 岐阜勤労者医療協会  

みどり病院 

10 医療法人 清友会 笠松病院 10 医療法人香徳会 関中央病院 

 

11 
医療法人社団 カワムラヤスオメディカルソ

サエティ 河村病院 

12 医療法人社団 橘会 新生病院 

13 
医療法人社団 誠道会  

各務原リハビリテーション病院 

 



4）病診連携登録機関一覧
（県別）、市町村コード、郵便番号順 2020年1月1日現在

医療機関名 郵便番号 住所 電話番号
◆　岐阜市
川出医院 500-8023 岐阜市今町２－３６ 058-264-8296
サン新妻デンタルクリニック 500-8034 岐阜市本町１－１４ 058-263-0664
いなば内科 500-8043 岐阜市伊奈波通１－５１ 058-263-0178
河合内科医院 500-8113 岐阜市金園町４－３２ 058-245-0564
安江内科クリニック 500-8136 岐阜市雪見町２－１７ 058-248-2266
高井クリニック 500-8148 岐阜市曙町２－１７－１ 058-247-2356
医療法人和光会　山田メディカルクリニック 500-8167 岐阜市東金宝町１−１２ 058-265-1411
おぜきクリニック 500-8175 岐阜市長住町１－２３ 058-267-1811
福富胃腸クリニック 500-8175 岐阜市長住町２－３　岐阜ビル３Ｆ 058-265-6161
すみ痛みのクリニック 500-8175 岐阜市長住町２－３　岐阜ビル５F 058-212-0666
きしもと矯正歯科クリニック 500-8175 岐阜市長住町２－４　大橋ビル３F 058-266-9001
阪野クリニック 500-8178 岐阜市清住町１－２２ 058-213-1199
かわぐちクリニック 500-8178 岐阜市清住町２－１６　萬甚ビル１Ｆ 058-216-0191
棚橋耳鼻咽喉科 500-8186 岐阜市霞町２４ 058-263-4523
矢嶋小児科小児循環器クリニック 500-8212 岐阜市日野南７－１０－７ 058-240-5666
なかたにクリニック 500-8222 岐阜市琴塚２－７－１６ 058-249-0567
はしもと内科 500-8225 岐阜市岩地１－２－８ 058-245-5641
近藤ゆか耳鼻咽喉科 500-8226 岐阜市野一色６－８－６ 058-245-3939
長森こどもクリニック 500-8232 岐阜市前一色２－２０－１４ 058-240-1140
青山眼科クリニック 500-8233 岐阜市蔵前６－１６－１ 058-248-1011
はやし内科クリニック 500-8241 岐阜市領下６－２５－１ 058-245-1960
まつおクリニック 500-8263 岐阜市茜部新所４－１３２－１ 058-275-2345
中原クリニック 500-8301 岐阜市浪花町２－１５ 058-254-1711
新美クリニック 500-8309 岐阜市都通１−６ 058-252-0213
朝日大学ＰＤＩ岐阜歯科診療所 500-8309 岐阜市都通５－１５ 058-329-1112
森内科クリニック 500-8323 岐阜市鹿島町５－１８ 058-254-8200
たかはし整形外科 500-8345 岐阜市菊地町２－１５ 058-271-6766
つちや整形外科 500-8359 岐阜市六条北２－１０－９　六条メディカルモール 058-277-3601
つばさ皮フ科クリニック 500-8359 岐阜市六条北２－１０－９　六条メディカルモール 058-277-3602
泌尿器科皮膚科竹内クリニック 500-8362 岐阜市西荘２－５－５０ 058-213-7945
なかのまちクリニック 500-8364 岐阜市本荘中ノ町１０－２９－１ 058-275-5050
なだこどもとアレルギーのクリニック 500-8381 岐阜市市橋３－９－７ 058-271-6626
中山耳鼻咽喉科 500-8381 岐阜市市橋４－１３－６ 058-275-6353
操健康クリニック 500-8384 岐阜市薮田南１－４－２０ 058-274-0330
やぶたこどもクリニック 500-8384 岐阜市藪田南３－６－３ 058-278-5255
よしだファミリークリニック 500-8402 岐阜市竜田町７－８－１ 058-248-1118
加納内科 リウマチ科・糖尿病内科クリニック 500-8408 岐阜市住ノ江町２－１ 058-263-7711
河合外科整形外科 500-8451 岐阜市加納上本町２－１６ 058-272-2046
わたなべ皮ふ科 500-8469 岐阜市加納竜興町１−１０ 058-277-6561
高橋産婦人科 500-8818 岐阜市梅ヶ枝町３－４１－３ 058-263-5726
まつもとペインクリニック整形外科 500-8823 岐阜市江川町１４ 058-267-6070
小木曽医院 500-8833 岐阜市神田町２－４ 058-262-2320
医療法人　尚美会　なおみ皮フ科クリニック 500-8833 岐阜市神田町９－２ 058-265-0703
ホリ歯科矯正研究所 500-8833 岐阜市神田町９－２２　パリスビル３Ｆ 058-262-7832
森皮膚科 500-8842 岐阜市金町５－１１ 058-265-5135
シティ・タワー診療所 500-8856 岐阜市橋本町２－５２　岐阜シティ・タワー４３　３F 058-269-3270
やまが整形外科 500-8864 岐阜市真砂町９－１５ 058-264-8822
小牧内科クリニック 500-8865 岐阜市昭和町２－１１ 058-253-7717
竹田クリニック 501-0105 岐阜市河渡３－１１０ 058-254-0066
はっとりクリニック 501-0112 岐阜市鏡島精華２－４－２５ 058-252-3200
眼科クリニックやすえ 501-0123 岐阜市鏡島西２－３－１２ 058-255-4100
育誠会　木野村医院 501-0123 岐阜市鏡島西２－１６−１１ 058-253-6530
福富医院 501-1109 岐阜市安食１２２８ 058-238-8555
なかむら歯科医院 501-1113 岐阜市大学西２−１４７−３ 058-234-1200
西本整形外科リハビリクリニック 501-1121 岐阜市古市場３２１−７ 058-230-2301
立山クリニック 501-1127 岐阜市古市場神田８１−１ 058-234-7779
ベルデンタルオフィス黒野 501-1128 岐阜市洞９９１ 058-215-0991
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（県別）、市町村コード、郵便番号順 2020年1月1日現在
医療機関名 郵便番号 住所 電話番号

岐北クリニック 501-1128 岐阜市洞稲木９９４－１２ 058-234-5555
ソフィア歯科クリニック 501-1131 岐阜市黒野字溝西５０１−７ 058-234-0181
西村歯科医院 501-1131 岐阜市黒野４６７−３ 058-239-0011
深尾歯科 501-1132 岐阜市折立４３０－１ 058-234-1234
みながわ内科・循環器科クリニック 501-1132 岐阜市折立８９５－１ 058-234-8077
かわごえクリニック 501-1135 岐阜市木田２－１７－１ 058-234-2221
かさい内科クリニック 501-1148 岐阜市上尻毛日吉１２５ 058-239-0770
いなば歯科医院 501-1151 岐阜市川部５－２９－１ 058-234-1812
又丸診療所 501-1152 岐阜市又丸６７−７ 058-234-4747
ささき歯科医院 501-1154 岐阜市又丸柳町２－14 058-230-1212
東クリニック 501-1155 岐阜市又丸宮東２０－１ 058-239-6612
森整形外科リハビリクリニック 501-1161 岐阜市西改田川向１３７－１ 058-230-9005
七郷クリニック 501-1168 岐阜市西改田上の町６２－３ 058-234-5155
谷村クリニック 501-1177 岐阜市中西郷４－６７－１ 058-234-8610
みわ眼科 501-2525 岐阜市春近古市場南８６－１ 058-229-3888
いずみ歯科 501-2535 岐阜市石原２－２０４－２ 058-229-7177
松井医院 501-2535 岐阜市石原３－１１６ 058-229-5655
石田内科 501-2562 岐阜市福富出口１４３ 058-229-5530
不破クリニック 501-2572 岐阜市太郎丸北郷２４３－５ 058-229-6081
大前医院 501-2576 岐阜市太郎丸新屋敷２０５－２ 058-229-3131
加藤医院 501-3109 岐阜市向加野３－６－２０ 058-243-1114
眼科 林クリニック 501-3123 岐阜市大洞柏台４－３－３ 058-241-7782
おやま皮膚科クリニック 501-3133 岐阜市芥見南山２－６－１ 058-241-0011
安達整形外科 501-3133 岐阜市芥見南山２－８－４ 058-242-2232
森田整形外科 501-3134 岐阜市芥見３－３１４ 058-241-0785
まるの内科クリニック 501-6115 岐阜市柳津町丸野１−７０－１ 058-387-8282
黒田内科クリニック 501-6121 岐阜市柳津町上佐波西３－１５１ 058-270-0500
やまだ整形外科・内科クリニック 501-6121 岐阜市柳津町下佐波１－３ 058-270-1777
一般社団法人　ぎふ綜合健診センター 501-6133 岐阜市日置江４－４７ 058-279-3399
増田医院 502-0002 岐阜市粟野東４－２６－２ 058-237-4000
三田洞歯科医院 502-0006 岐阜市粟野西２－５４－１ 058-237-2340
あいデンタルクリニック 502-0006 岐阜市粟野西３－６１−１ 058-237-4567
藤垣クリニック 502-0006 岐阜市粟野西３－７９－１ 058-237-6100
高木医院 502-0022 岐阜市長良東郷町１−７ 058-232-3647
古田耳鼻咽喉科 502-0029 岐阜市長良若葉町１－６ 058-233-8187
おおにし内科クリニック 502-0045 岐阜市長良校前町４－７ 058-231-7009
小倉医院 502-0047 岐阜市長良葵町１−２－３ 058-231-1573
上久保内科クリニック 502-0052 岐阜市長良小松町２－１０ 058-296-1360
眼科 好明館 502-0071 岐阜市長良１５７－１ 058-232-3952
ポッポの家診療所 502-0071 岐阜市長良１２７８－１ 058-294-5757
宮崎千恵婦人クリニック 502-0071 岐阜市長良１９７２－５ 058-233-5553
和田内科クリニック 502-0081 岐阜市長良２－１５６ 058-297-2676
三輪こどもクリニック 502-0082 岐阜市長良東２－６３ 058-295-0680
ながら耳鼻科・内科クリニック 502-0082 岐阜市長良東２－１２７−１ 058-210-2080
ＭＩＷＡ内科胃腸科ＣＬＩＮＩＣ 502-0082 岐阜市長良東３－３ 058-231-3029
波多野泌尿器科皮ふ科医院 502-0812 岐阜市八代１－２－１２ 058-294-6201
長良内科クリニック 502-0812 岐阜市八代２－１１−１ 058-242-9933
長良整形外科クリニック 502-0812 岐阜市八代３－１０－１２ 058-296-2255
あそファミリー眼科 502-0813 岐阜市福光東１−１−１８ 058-295-3006
ともえだ皮フ科 502-0813 岐阜市福光東１−２４−９ 058-215-5588
たてべファミリークリニック 502-0813 岐阜市福光東２－４－３ 058-296-1231
正芳会　細野医院 502-0814 岐阜市福光西３－９－１３ 058-233-6620
ほその歯科医院 502-0814 岐阜市福光西３－９－１０ 058-232-4180
岸本医院 502-0815 岐阜市福光南町１４－１５ 058-232-2882
ごとう整形外科 502-0815 岐阜市福光南町２２－１ 058-333-7446
ひろせ歯科医院 502-0815 岐阜市福光南町２２－６ 058-294-6489
長良きとう歯科 502-0827 岐阜市平和通１−１−２ 058-296-5050
平和通ハート内科 502-0827 岐阜市平和通１－１７－１ 058-210-1192
高橋眼科医院 502-0847 岐阜市早田栄町１－２３ 058-231-4398
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（県別）、市町村コード、郵便番号順 2020年1月1日現在
医療機関名 郵便番号 住所 電話番号

いまいずみクリニック 502-0847 岐阜市早田栄町４－２３ 058-210-1184
松原歯科クリニック 502-0849 岐阜市栄新町１−１２ 058-231-5151
鷺山大橋内科医院 502-0851 岐阜市鷺山１２５７ 058-232-0715
たろう整形外科 502-0851 岐阜市鷺山１７６８－５８０ 058-297-2321
三和歯科医院 502-0857 岐阜市正木１１９９－２ 058-232-6000
医療法人　高井外科 502-0857 岐阜市正木１９７８－７２ 058-231-6055
そぶえ歯科医院 502-0857 岐阜市正木１９８１−３７ 058-294-3315
河田医院 502-0859 岐阜市城田寺３１１ 058-232-8399
さぎ山クリニック 502-0872 岐阜市鷺山北町８－２９ 058-233-8733
マサキ歯科クリニック 502-0881 岐阜市正木北町３－８ 058-296-6070
石黒クリニック 502-0881 岐阜市正木北町６－３７ 058-231-1515
かわのキッズファミリー歯科 502-0881 岐阜市正木北町7－１　ロックスビル１ＦＡ号 058-214-6620
レディース　クリニック まぶち 502-0881 岐阜市正木北町１２－１０ 058-297-1103
基生会　おおのレディースクリニック 502-0901 岐阜市光町１−４４ 058-233-0201
ちかいしクリニック 502-0901 岐阜市光町２－４４ 058-210-1155
佐久間耳鼻咽喉科 502-0903 岐阜市美島町３－２１－１ 058-231-6974
土野メンタルクリニック 502-0905 岐阜市山吹町６－１９－２ 058-295-6555
しま医院 502-0906 岐阜市池ノ上町４－７４ 058-233-8732
中島洋診療所 502-0909 岐阜市白菊町２－２７ 058-232-1493
関谷内科外科病院 502-0911 岐阜市北島１－７－２４ 058-233-5333
恩田眼科クリニック 502-0911 岐阜市北島４－６－８ 058-296-1500
りお歯科クリニック 502-0911 岐阜市北島８－１−１ 058-260-8787
いちき皮膚科 502-0913 岐阜市東島３－９－１３ 058-231-1237
いずみレディスクリニック 502-0914 岐阜市菅生６－２－４ 058-296-4141
梅田クリニック 502-0926 岐阜市旦島１−６－１４ 058-295-5055
なかしま脳神経外科クリニック 502-0929 岐阜市則武東２－１５－１８ 058-215-8668
のりたけキッズベビークリニック 502-0929 岐阜市則武東２－１９－１８ 058-215-5586
うすい歯科口腔外科クリニック 502-0932 岐阜市則武中１−２７－２４ 058-232-9677
青木内科・眼科 502-0932 岐阜市則武中３－５－１５ 058-232-5131
せきぐちクリニック 502-0932 岐阜市則武中４－２－１ 058-294-0230
石村内科 502-0933 岐阜市日光町９－７－１ 058-232-6700
戸谷内科 502-0934 岐阜市大福町８－３５ 058-231-3969
おのぎクリニック 502-0936 岐阜市萱場南２－１２－１７ 058-295-1500
◆　大垣市
医療法人　守田クリニック 503-0015 大垣市林町４－５７−１ 0584-74-9002
大垣在宅クリニック 503-0015 大垣市林町６－８０－５５　ＡＯＫＩ大垣駅北口ビル２Ｆ 0584-81-4333
ほり眼科 503-0019 大垣市北方町４－９１−１ 0584-73-2511
もりレディースクラブクリニック 503-0021 大垣市河間町１−１３ 0584-74-1888
沼口医院 503-0023 大垣市笠木町６５０ 0584-91-3406
竹中医院 503-0026 大垣市室村町１－５４－２ 0584-78-4531
いかわクリニック 503-0801 大垣市和合新町１−７９－１ 0584-82-7800
クリニック　ママ 503-0807 大垣市今宿３－３４－１ 0584-73-5111
松岡内科クリニック 503-0856 大垣市新田町２－１４ 0584-89-1948
市川外科 503-0976 大垣市南若森町３２８ 0584-75-5078
赤坂あきたクリニック 503-2201 大垣市草道島町５０８ 0584-71-3311
大垣セントラルクリニック 503-2214 大垣市赤坂新田１−６３－１ 0584-71-0163
長沢整形外科 503-2224 大垣市稲葉東３－１８－１ 0584-92-2233
◆　高山市
ひだ高山整形外科 506-0054 高山市岡本町２－９４－２ 0577-36-7711
◆　関市
平岡医院 501-2601 関市武芸川町谷口８３４ 0575-46-3027
関市国民健康保険洞戸診療所 501-2812 関市洞戸市場２９２－３ 0581-58-2201
きくいけ整形外科 501-3217 関市下有知５２３０－１ 0575-21-0400
佐曽利ひふ科医院 501-3236 関市辻井戸町１－１５ 0575-23-1770
柳田整形外科 501-3237 関市緑町２－１−１０ 0575-24-2323
谷口眼科 501-3237 関市緑町２－１−１２ 0575-21-5005
せきレディースクリニック 501-3255 関市段下２８－２ 0575-22-5553
大前医院おぜ診療所 501-3265 関市小瀬河戸前５５７－１ 0575-25-0333
こんどう眼科クリニック 501-3919 関市平成通２－７−３３ 0575-21-2770

3



（県別）、市町村コード、郵便番号順 2020年1月1日現在
医療機関名 郵便番号 住所 電話番号

◆　羽島市
小田内科 501-6207 羽島市足近町１−４１−１ 058-392-1225
たかはし眼科クリニック 501-6227 羽島市正木町曲利１０５７－１ 058-394-1166
岩佐医院 501-6229 羽島市正木町坂丸２－１３０ 058-392-8888
河合胃腸科クリニック 501-6232 羽島市竹鼻町狐穴１１２０－１ 058-392-5118
花林レディースクリニック 501-6244 羽島市竹鼻町丸の内４－５ 058-248-6011
ながき内科クリニック 501-6301 羽島市舟橋町宮北１−２７ 058-393-0077
◆　美濃加茂市
太田メディカルクリニック 505-0041 美濃加茂市太田町２８２５ 0574-26-2220
医療法人　いど眼科 505-0046 美濃加茂市西町７−２９６ 0574-24-1213
◆　各務原市
花井整形外科 504-0018 各務原市那加西市場町４−１−２ 058-371-6222
佐々木クリニック 504-0018 各務原市那加西市場町７－２８５－５ 058-371-6663
各務原そはらクリニック 504-0816 各務原市蘇原東島町３－１０７－１ 058-371-6101
いなづみ眼科 504-0825 各務原市蘇原柿沢町１−３９ 058-371-0810
酒井クリニック 504-0825 各務原市蘇原柿沢町１−４７ 058-382-1002
小野木医院 504-0847 各務原市蘇原大島町５－１６７ 058-382-0080
西野クリニック 504-0941 各務原市三井町１−５５－２ 058-371-0500
スまいるハートクリニック 504-0966 各務原市那加本町２１－３　広沢ビル２Ｆ南 058-201-7081
永田産婦人科 504-0968 各務原市那加西野町１９０ 058-382-0058
五島医院 509-0104 各務原市各務おがせ町９－３ 058-384-0122
米倉胃腸科クリニック 509-0132 各務原市鵜沼西町３－１３１−１ 058-370-0781
フェニックス総合クリニック 509-0141 各務原市鵜沼各務原町６－５０ 058-322-2000
おおの内科クリニック  509-0144 各務原市鵜沼大伊木町２－８５－１ 058-370-0090
寺本こどもクリニック 509-0146 各務原市鵜沼三ッ池町３－４２６－１ 058-385-5225
◆　山県市
宇野クリニック 501-2102 山県市伊佐美東川２４３ 0581-27-2100
てらしま整形外科 501-2104 山県市東深瀬１７５－１ 0581-27-0287
遠渡内科 501-2104 山県市東深瀬６８３－３ 0581-27-2888
にのみやクリニック 501-2105 山県市高富９２７−１ 0581-22-1717
やまもと整形外科 501-2105 山県市高富２０９２－１ 0581-27-0170
たかとみ眼科 501-2105 山県市高富２１１３－１ 0581-22-0123
あらいクリニック 501-2105 山県市高富２１１９－１ 0581-23-1188
おくだ歯科クリニック 501-2105 山県市高富２１２１−１ 0581-23-4188
西村歯科 501-2113 山県市高木９８３－１ 0581-27-0555
鳥沢クリニック 501-2113 山県市高木１０１６－１ 0581-22-1088
鳥澤医院 501-2123 山県市大森３８１ 0581-36-2311
◆　瑞穂市
明石クリニック 501-0203 瑞穂市馬場上光町１−１０６ 0581-27-0287
宇土医院 501-0205 瑞穂市馬場小城町１−８２ 058-327-5513
ひぐちクリニック 501-0222 瑞穂市別府７２５－１ 058-327-3111
吉村内科 501-0222 瑞穂市別府１２９７ 058-327-0020
いとうレディースケアクリニック　アネックス 501-0222 瑞穂市別府字堤内五ノ町１２２７−１ 058-216-7770
さくらクリニック 501-0224 瑞穂市稲里６８９－３ 058-325-0570
サンシャインＭ＆Ｄクリニック 501-0236 瑞穂市本田１７４−１ 058-329-5522
熊田医院耳鼻咽喉科 501-0236 瑞穂市本田三ノ改田１０４６－１ 058-329-1503
医療法人　清光会　名和内科 501-0311 瑞穂市重里２００５ 058-328-3311
◆　本巣市
えさきクリニック 501-0406 本巣市三橋３－６０ 058-320-2800
やま皮膚科 501-0406 本巣市三橋３－８５ 058-320-0055
糸貫内科クリニック 501-0406 本巣市三橋２０５－１ 058-323-7117
堀部クリニック 501-0407 本巣市仏生寺２４－５ 058-324-8181
なかしま医院 501-0419 本巣市早野６５３－１ 058-320-3838
まくわクリニック 501-0465 本巣市軽海４９５－７ 058-323-9199
医療法人　幸仁会　白木医院 501-0466 本巣市下真桑７１６ 058-323-0357
宝寿クリニック 501-1203 本巣市文殊１１５－７５ 0581-34-3838
国枝医院 501-1203 本巣市文殊８８１−１ 0581-34-2262
もんじゅ歯科 501-1203 本巣市文殊１６８４－４ 0581-34-3301
本巣内科クリニック 501-1205 本巣市曽井中島宮前１０１１ 0581-34-4643
本巣市国民健康保険根尾診療所 501-1522 本巣市根尾樽見８０ 0581ｰ38-2571
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（県別）、市町村コード、郵便番号順 2020年1月1日現在
医療機関名 郵便番号 住所 電話番号

◆　下呂市
村瀬眼科クリニック 509-2515 下呂市萩原町花池１７－１ 0576-53-1122
◆　羽島郡
しみず整形外科リハビリクリニック 501-6001 羽島郡岐南町上印食５－１０８－１ 058-248-6011
サンライズクリニック 501-6004 羽島郡岐南町野中３－２２０ 058-247-3322
やまうちクリニック 501-6011 羽島郡岐南町八剣北５－７９－１ 058-215-7771
渡辺小児科 501-6012 羽島郡岐南町八剣１−２４ 058-246-8882
総合在宅医療クリニック 501-6014 羽島郡岐南町薬師寺４－１２ 058-213-7830
北田内科クリニック 501-6018 羽島郡岐南町下印食２－４５ 058-278-1030
おくむらメモリークリニック 501-6018 羽島郡岐南町下印食３－１４－１ 058-215-5509
ごとう歯科 501-6062 羽島郡笠松町田代８１５ 058-387-0955
◆　養老郡
養老整形外科クリニック 503-1324 養老郡養老町大跡５３４ 0584-34-3946
船戸クリニック 503-1382 養老郡養老町船附１３４４ 0584-35-3335
◆　不破郡
国保関ヶ原診療所 503-1514 不破郡関ヶ原町大字関ヶ原２４９０－２９ 0584-43-1122
◆　安八郡
高田医院 503-2305 安八郡神戸町大字神戸４６８ 0584-27-2015
小児・アレルギークリニックinGODO 503-2306 安八郡神戸町北一色５８２－２ 0584-27-5115
竹田整形外科 503-2306 安八郡神戸町北一色８２５ 0584-27-8777
大垣北クリニック 503-2321 安八郡神戸町末守７３７－１ 0584-27-1050
◆　揖斐郡
クリニック　ラポール 501-0513 揖斐郡大野町大字大野９２４－１ 0585-32-0033
小森内科胃腸科 501-0521 揖斐郡大野町黒野６４５－１ 0585-34-1000
大久保医院 501-0521 揖斐郡大野町黒野７３４－５ 0585-32-1510
りょうすけ歯科クリニック 501-0521 揖斐郡大野町黒野１７２３－４ 0585-36-0363
たしろクリニック 501-0532 揖斐郡大野町下磯４９８－１ 0585-36-1168
おおのクリニック 501-0553 揖斐郡大野町南方二度桜１９１ 0585-35-0055
野原クリニック 501-0615 揖斐郡揖斐川町清水１６７３－１ 0585-22-0348
のだ医院 501-0619 揖斐郡揖斐川町三輪１１１−８ 0585-22-3939
いびレディースクリニック 501-0619 揖斐郡揖斐川町三輪７１９－１ 0585-23-0050
揖斐川町久瀬診療所 501-0702 揖斐郡揖斐川町東津汲９７４－１ 0585-54-2040
長瀬診療所 501-1303 揖斐郡揖斐川町谷汲長瀬１５１０－１ 0585-56-3003
谷汲中央診療所 501-1314 揖斐郡揖斐川町谷汲名礼２４６－７ 0585-56-3133
まつばら眼科 503-2424 揖斐郡池田町池野１４５－２ 0585-44-1233
今村医院 503-2424 揖斐郡池田町池野５０５－２ 0585-45-2133
いけだ整形外科リウマチクリニック 503-2426 揖斐郡池田町八幡１０１１−１ 0585-45-3344
◆　本巣郡
いのうえクリニック 501-0423 本巣郡北方町芝原東町３－５０ 058-323-8077
いとう耳鼻咽喉科 501-0425 本巣郡北方町加茂４７３ 058-323-8741
いとうレディースケアクリニック 501-0431 本巣郡北方町北方３１９５ 058-323-7101
医療法人 若葉会 さとうファミリークリニック 501-0434 本巣郡北方町小柳１−９５ 058-323-2511
北方中央歯科医院 501-0435 本巣郡北方町春来町２－１４４ 058-323-2233
きらら歯科・矯正歯科医院 501-0438 本巣郡北方町平成１－１ 058-323-4686
いぬづか眼科 501-0441 本巣郡北方町曲路３－２１－１ 058-320-3077
北方在宅クリニック 501-0444 本巣郡北方町柱本白坪２－３ 058-322-3901
野口整形外科内科医院 501-0446 本巣郡北方町柱本５９２－３ 058-320-3232
鹿野クリニック 501-0454 本巣郡北方町高屋白木２－７７ 058-324-1222
モアレディスクリニック 501-0456 本巣郡北方町高屋条里３－９０ 058-320-0311
◆　愛知県
安井眼科医院 455-0831 名古屋市港区十一屋２－４１６－２ 052-389-1185
医療法人　碧樹会　山林眼科 464-0850 名古屋市千種区今池１−５－１０　千種KIビル５F 052-731-2197
◆　三重県
医療法人　ふかつ眼科 510-8014 三重県四日市市富田４－６－１５ 059-365-7226
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5）みなもネット利用状況
2020.2.28現在

Webカルテシステム　学外申請者一覧
診療所 37施設　74人

病院 6施設　35人

薬局 3施設10人

訪問看護ステーション 1施設1人

合計　49施設　120人

Webカルテシステム　学内申請者一覧

所属部署 人数

医療連携センター 1

医療情報部 1

第一外科 1

耳鼻咽喉科・頭頚部外科 9

形成外科 2

第二内科 2

合計　16人

Webカルテシステム　閲覧同意取得者一覧
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第２章 業務報告（各種統計） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３　診療報酬算定実績（件数）・地域連携パス登録件数
１　相談窓口業務

2　前方支援業務
　

医療連携センター業務実績（2019年度）
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４　後方支援詳細
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※相談依頼者でそ

の他の内訳

10％以下を表示
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5）参考資料　月別紹介率と逆紹介率の年次推移
　

紹介率 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均
2015年度 75.5 77.1 76.4 75.6 75.8 77.1 73.2 74.4 75.9 72.3 74.0 77.4 75.4
2016年度 78.8 77.0 76.8 76.7 76.5 78.5 77.3 78.7 80.4 77.9 79.2 77.1 77.9
2017年度 76.6 75.2 79.7 79.5 75.9 78.8 78.1 79.1 81.6 78.2 81.4 80.3 78.7
2018年度 79.9 78.4 80.0 81.3 75.1 84.7 80.8 83.7 82.2 85.3 80.1 81.4 81.0
2019年度 80.8 79.3 83.0 81.2 84.7 84.7 81.9 81.4 82.8 81.3 82.0 81.7 82.0

医科 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均
2018年度 80.6 79.4 81.3 83.3 76.8 86.3 82.7 85.0 83.8 86.8 82.8 83.2 82.6
2019年度 82.45 81.6 86.1 83.0 86.3 85.9 84.1 82.5 84.1 82.9 82.7 83.1 83.7

歯科 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均
2018年度 73.77 69.4 69.5 61.3 63.1 71.0 65.5 72.5 69.4 72.3 62.2 72.0 68.4
2019年度 68.72 63.8 62.7 66.5 72.8 75.3 64.5 73.4 73.6 69.0 76.8 71.4 69.5

紹介率＝｛紹介患者数÷初診患者数（時間内）｝×１００

紹介患者数＝書面による紹介患者数＋救急車搬入患者数

逆紹介率 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均
2015年度 48.0 41.9 39.2 44.3 46.8 46.5 43.7 50.7 51.3 49.9 50.3 52.3 47.0
2016年度 53.2 51.5 51.0 48.5 53.0 47.9 50.0 52.0 61.0 50.1 51.3 62.2 52.6
2017年度 55.3 51.2 49.0 53.8 45.0 53.5 50.3 50.5 58.4 46.8 55.8 63.6 52.8
2018年度 58.9 48.5 51.5 53.7 54.4 59.8 56.3 61.0 72.7 62.6 69.1 72.9 59.9
2019年度 62.2 66.1 65.8 59.0 70.3 69.9 69.1 77.1 86.1 67.8 82.3 84.1 71.1

医科 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均
2018年度 60.49 50.7 53.7 55.5 56.1 61.7 58.4 63.4 77.1 65.7 75.7 79.6 62.9
2019年度 67.39 71.1 71.9 62.3 73.8 74.2 71.7 81.2 92.1 71.8 87.5 88.9 75.5

歯科 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均
2018年度 22.58 17.7 24.2 19.8 30.8 39.1 27.8 13.4 34.0 28.8 31.3 37.8 26.8
2019年度 24.02 33.3 26.9 32.4 45.0 35.6 48.8 46.8 42.9 37.2 45.1 50.6 38.6

逆紹介率＝｛逆紹介患者数÷初診患者数（時間内）｝×１００

逆紹介患者数＝診療情報提供料算定数
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３．地域連携パス 

 

岐阜地域医師会連携パス機構（図１） 

 岐阜地域では、平成 18年 8月から地域内統一の連携パスの運用が開始され、地域内の 様々な

領域の医療者の参加を得て徐々に広がり、岐阜地域医師会連携パス機構が設立された。 

 また、岐阜地域の 44医療機関（岐阜地域 34・近隣 10）と 3組織が連携ネットワークに参加し

ている（図 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年 3月現在 

疾患・領域別連携パスＷＧ 

心筋梗塞連携パスWG 

ウイルス性肝炎連携パスWG 

脳卒中連携パスWG 

大腿骨頸部骨折医療連携推進協議会 
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図 1 岐阜地域医師会連携パス機構 

 

連携パス運営委員会 

岐阜地域６医師会 

６医師会連携担当理事会 

岐阜地域連携タスクミーティング 

岐阜地域医療連携室実務者連絡会（れんげ会） 

岐阜県地域病院 

（急性期・回復期・療養型） 

WG：ワーキンググループ 

＊：三次医療圏統一 



 

図 2 連携ネットワーク参加医療機関名 

・ 岐阜県総合医療センター ・ 
・ 岐阜市民病院 ・ 
・ 岐阜赤十字病院 ・ 

フェニックス総合クリニック、フェニックス在宅支援クリニック 

・ 村上記念病院→朝日大学病院 ・ 

みどり病院 

・ 平野総合病院 ・ 

岐阜ハートセンター 

・ 澤田病院 ・ 

関谷内科外科病院 

・ 独立行政法人長良医療センター ・ 

千手堂病院 

・ 岩砂病院・岩砂マタニティ ・ 

操外科病院 

・ 山内ホスピタル ・ 

大橋整形外科病院 

・ 岐阜大学医学部附属病院 

松岡整形外科・内科ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ 

・ 羽島市民病院 ・ 

各務原リハビリテーション病院 

・ 松波総合病院 ・ 

関中央病院 

・ 山田病院 ・ 
中濃厚生病院 

・ 近石病院 ・ 

郡上市民病院 

・ 岐阜中央病院→岐阜清流病院 ・ 

大垣徳洲会病院 

・ 河村病院 ・ 
尾西記念病院 

・ 岐北厚生病院 ・ 海津市医師会病院 
・ 東海中央病院 ・ 大雄会病院 
・ 加納渡辺病院 ・ 揖斐厚生病院 
・ 愛生病院 ・ 

岐阜市薬剤師会 ・ 笠松病院 ・ 
岐阜市歯科医師会 ・ 早徳病院 ・ 
岐阜市医師会 2018 年 3 月現在 

岐阜地域医療連携室実務者連絡会（れんげ会）参加医療機関・組織 
（44 医療機関（岐阜地域 34・近隣 10）・3 組織） 

  城南病院 

  安江病院 

  社団法人岐阜病院 

上林記念病院 

・ 

国保白鳥病院 

 

・ 
・ 

・ 



5）参考資料　地域連携パス集計　　　（2020/3/31現在）

前年度（H30年度）発行数
運用施設数

（今年度発行数順

胃がん 246 117 21 28 14（3）

大腸がん 458 238 42 73 14（3）

肺がん 34 12 0 6 14（6）

乳がん 444 357 84 56 14（3）

肝がん 10 1 0 0 14（4）

前立腺がん 16 16 15 0 14（2）

緩和ケア 23 1 2 1 14（2）

小計 1231 742 164 164

肝炎 10 0 0 0

脳卒中 676 90 90 80

CRG-Net 60 38 16 9

COPD 9 2 0 0

PSA 3 3 0 0

小計 758 133 106 89

糖尿病 120 50 11 8 12（1）

CKD 8 3 0 0

小計 128 53 11 8

2117 928 281 261

【補足】 ・・・前年度より発行が増えたパス

　・全数…各パス開始時から現在までのパス発行数 ・・・前年度より発行が減ったパス

　・運用中数…現在、当院で運用中の数

　

今年度（R元年度）発行数

県
内
統
一

岐
阜
地
域
医
師
会

県
医
師
会

合計

全数 運用中数



5）参考資料　本院へのセカンドオピニオン実施件数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計
10 11 6 5 11 12 7 1 6 5 5 7 86
7 5 6 10 6 8 6 4 10 6 8 7 83
4 5 6 8 9 9 6 5 5 11 2 12 82
8 4 5 10 8 6 7 7 9 3 7 8 82
14 3 10 1 7 2 13 8 11 8 7 13 97
9 7 11 13 9 7 10 13 6 6 9 9 109

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
過去５年最大値 14 11 10 10 11 12 13 8 11 11 8 13 （図3）
過去５年最小値 4 3 5 1 6 2 6 1 5 3 2 7
過去５年平均値 9 6 7 7 8 7 8 5 8 7 6 9
３０年度実績値 9 7 11 13 9 7 10 13 6 6 9 9
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第３章 会議報告 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1）医療連携センター運営委員会 

 

令和元年度 第１回医療連携センター運営委員会 

 

１．開 催 日：令和２年３月９日（月）１４：００ ～ 

 

２．開催場所： 多目的ホール（病院１階） 

 

３．議  題： 

    報告事項 １）岐阜地域医療連携パスについて 

         ２）入退院支援加算等の算定実績について 

           他大学の算定状況 

         ３）「診療のご案内２０１９」の作成・配付報告 

         ４）Web カルテシステム「みなもネット」利用状況  

５）令和元年度医療連携センター活動報告   

    ６）アライアンスパートナーズ医療機能連携協定締結病院 

                    訪問・面談実績報告 

                 ７）病診連携登録機関制度の登録状況 

    ８）医療連携センターホームページのリニューアル報告                                     

         ９）医療連携センター 広報誌配付報告 

    協議事項 

１） 病院運営マニュアルの追加について 

・社会的課題のある患者対応マニュアル（新規） 

    連絡事項  

         １）岐阜地域医療連携講演会の開催について          

２）令和２年度 医療連携センター員の配置について 

 

 

次回 ２０２１年３月８日（月）１４：００ ～ 多目的ホール  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和元年度第１回医療連携センター運営委員会議事録 

 

 

日    時：令和２年３月９日（月）１４時から１４時４５分 

場    所：多目的ホール（病院１階） 

出  席  者：清水委員長，堀川副委員長，田中委員，山口委員，野久委員，岡田委員，森委

員，熊田委員，西村委員，安田委員，安藤委員，斎藤委員（代 服部） 

欠  席  者：林委員，荒木委員，武藤委員 

オブザーバー：深尾副看護部長，廣瀬，堀田，日比野，斎藤，小林，仲野，山本，多田，水向，

安東，野口，山本（祐），山内，服部 

 

前回議事録（平成３０年度第１回）を確認した。 

報告事項  

１）岐阜地域医療連携パスについて（資料１） 中野 

・各種の発行数について全数，運用中数，今年度発行数について報告があり，前年度と

の比較，運用施設数での本院が今年度の発行した件数順位について補足説明があった。

ほかに，糖尿業のバリアンス分析が他施設を含めて報告があり岐阜大学の特徴としては

かかりつけ医に必ず返し病院で取り込んでいない。 

２）入退院支援加算等の算定実績について（資料２） 服部 

・昨年度からの月別算定状況報告があった。また資料２-１にて他大学の算定状況と比較

し本院は上位１／３集団で頑張っている。算定要件にある他施設との連携実績が無けれ

ば算定しないない運用で個別指導でも指摘はなかった。今後も安全で確実な算定を続け

ていく旨の報告があった。 

３）「診療のご案内２０１９」の作成・配付報告（資料３） 服部 

  ・今年度の作成と配付の終了について報告があった。次年度も発刊予定。 

４）Web カルテシステム「みなもネット」利用状況 （資料４） 服部 

・利用施設と利用者数についての報告があった。申し込みが増加するのは，『診療のご案

内』を配付した際のチラシで効果があることがグラフからも読み取れる。また，同じ施

設で今年度の閲覧同意者数が増えており継続して活用されている旨の報告があった。 

５）令和元年度医療連携センター活動報告  （資料５） 堀川 

  ・今年度の活動について岐阜地域医療連携講演会，研修会，医療連携週間，情報交換会

の要望事項への取り組みなどの報告があった。 

６）アライアンスパートナーズ医療機能連携協定締結病院訪問・面談実績報告                

（資料６） 服部 

  ・入退院支援加算１の施設基準の要件である面談・訪問について必要な実績数は満たし

ている旨の報告があった。ただ，遠方の医療機関では最低必要回数であることから今後

は連携が深められるように改善していきたい。また，訪問時の情報交換内容は記録が必

要であり，都度まとめている。今後は退院支援に必要な項目を検討し情報共有できる形

式を検討していく予定。 



 ７）病診連携登録機関制度の登録状況（資料７） 斎藤 

・３月時点の登録件数 272 医療機関と病院広報誌『鵜舟』２月号に掲載したことの報告

があった。 

８）医療連携センターホームページのリニューアル報告 （資料８） 服部 

・デザインが１０年以上前に作られており，スマートフォンからも参照しやすいデザイ

ンへ変更した。また，アドレスも公式のアドレスと異なりサーバーが違うので総務課か

ら病院公式アドレスと統一するように依頼があり，ほかの要望を含めて作業を進めてい

た。今年度の４月１日から公開しており問題等はありません。 

 ９）医療連携センター 広報誌配付報告 （資料９） 服部 

・新たな広報誌を今年度から４回発刊した。連携の実績がある医療機関へ送付しており

件数も増えている。次年度以降も継続するので診療科への協力をお願いした。 

 

協議事項 

１）病院運営マニュアルの追加について 

・社会的課題のある患者対応マニュアル（新規） （資料１０） 多田 

 作成の経緯と作成ワーキングの開催状況報告があった。案については，いくつかの確

認が必要な個所があるが概ねの案として協議をお願いしたい。了承後は病院電子カルテ

からも参照できるよう医療情報へ依頼する予定。 

 このことについて熊田委員より現場で若い医師が対応に困ることもあり作成しても

らえて感謝している。実際に活用する場面は長期の休みで事務や MSWの不在時が想定

される。まだ数か所は見直しが必要なので協力していく旨の発言があった。 

 

連絡事項  

１）岐阜地域医療連携講演会の開催について （資料１１） 服部 

・連絡事項で議題としたが，開催について協議をお願いしたい。岐阜大学 2/27 付連絡

では学内外，イベント等は中止，延期又は規模を縮小するように通知されている。岐阜

市は同日開催の岐阜まつりの中止を決定している。本会の趣旨目的が地域連携であり交

流の場であることから感染拡大防止の観点から延期が決定された。この結果について

3/12 に開催される病院運営会議に報告し最終判断を行うこととした。 

２）令和２年度 医療連携センター員の配置について（資料１２） 服部 

  ・次年度の委員，オブザーバーについて変更，追加があればご連絡ください。 

  ・薬剤部と放射線部の変更 

 

次回 ２０２１年３月８日（月）１４：００ ～ 多目的ホール  

 



2）岐阜大学医学部附属病院地域医療連携等情報交換会 

 

 

 

岐阜大学医学部附属病院地域医療連携等情報交換会 

 

 日  時  令和元年１１月２５日（月）１４時３０分～１５時３０分 

 

場  所  岐阜大学医学部附属病院１階 多目的ホール（岐阜市柳戸１番１） 

 

 

会 議 次 第 

 

１． 開会    

 

２． 病院長挨拶  

 

３． 岐阜大学医学部附属病院の地域医療連携等の現況について   

 

① 岐阜大学医学部附属病院の将来ビジョンについて【病院長】 資料１ 

 

② 医療連携センターの活動状況について【医療連携センター】 

活動報告                        資料２ 

統計資料                     資料３  

③   前回議事録                 資料４ 

 

４． 意見交換 

 

５． その他  

 

６．閉会挨拶  

 

 

 

 

 

 

 



令和元年度岐阜大学医学部附属病院地域医療連携等情報交換会議事録 

 

 

日   時  令和元年１１月２5 日（月）１４時３０分～１５時３０分 

会   場  岐阜大学医学部附属病院１階 多目的ホール 

出 席 者  磯貝（岐阜県医師会 常務理事），広瀬（岐阜市医師会 会長），松波（羽

島郡医師会 会長），国枝（もとす医師会 会長），鳥澤（山県医師会 会

長），服部（近石病院 地域医療連携室・医療福祉相談室 課長），伊藤

（美濃市立美濃病院 看護局長），赤池（岐阜県訪問看護ステーション連

絡協議会 理事），西垣（黒野自治会 会長），                                                                                      

     （院内 ※敬称略） 

吉田，森重，森田，廣瀬，清水，堀川 

       オブザーバー：  

       安藤，柘植，坪井，太田，齋藤 

       事務局 

       梅田，服部，堀江，中野，山本，多田，水向 

 

1. 開会 

2. 病院長挨拶 

3. 岐阜大学医学部附属病院の地域医療連携等の現況について 

 

 （吉田）資料 1 の説明（昨年度のご意見についての取り組みのみを記載） 

昨年度のご意見で大学病院，特定機能病院であることの立ち位置とビジョンを明確にし

て欲しい。について大きな目標である標準治療を創生する病院として今年度３つの成果を

ご報告いたします。第３内科 教授 矢部 大介先生より，保健指導における「食べる順

番」に重点をおいた食事指導の有効性を証明されました。脳神経内科 教授 下畑 享良

先生より，治療困難である脳梗塞に対する「抹消血単核球を用いた新しい細胞療法」の開

発をされました。今後，新しい治療の開発は，最終的には標準治療の確立，誰もが最新の

治療を受けることができる。我々医療従事者はガイドラインを塗り変えることが大きな目

標の一つであります。ですから，これらの治療は今後つながることになります。3 つ目です

が，消化器外科 教授 吉田 和弘より，胃癌 (Stage III) の新たな治療を開発し、胃癌治

療のガイドラインを更新し，岐阜大学から大きな成果を上げることができました。 

 

（堀川）資料２の説明（昨年度のご意見についての取り組みのみを記載） 

昨年度ご意見をいただきました項目について，この 1 年間の取り組みについてご説明し

ます。 

 まず 1 つ目，医療連携センターのスタッフが地域との連携を進めてほしい。については，

大学病院では入院センターを設置し，退院に向けての動きを早期から支援しています。診

療報酬における施設基準では，昨年 11 月に入退院支援加算の２から１へ上位の施設基準を

取得し算定状況は 250 件程度です。昨年度の全国国立大学病院 退院調整部門の協議会に



おいても算定実績は３位でした。なかでも，退院時共同指導料加算は点数も高い分，他施

設との連携が必要となります。退院支援の質が求められる項目ですが，こちらは 7 位でし

た。このように全国の国立大学病院でも，そこそこ頑張っている状況ではないでしょうか。 

 次に２つ目のご意見ですが，大学病院はなぜ逆紹介率が他の病院と違うのか。について

の取り組みの 1 つ目ですが，大学病院は決して患者さんを取り込んでいる訳ではない。改

めてご説明しますと特定機能病院は紹介率 50％，逆紹介率 40％以上となっており，資料に

は大学病院の現状の数値と東海北陸厚生局管内にある特定機能病院の昨年度の実績を掲載

しております。また，逆紹介率の計算については，診療情報提供書を作成した逆紹介患者

数割る初診患者数だけではなく，電子カルテの記載内容から紹介元医療機関へ返した数値

も分析していますので，そういったことにも目を配りながら進めております。取り組みの

2 つ目ですが，逆説的な説明になりますが，入院前の退院支援として入院前に患者さんの

社会的背景を捉えることが入院センターの役割であり，早期の転院・退院調整に繋がりま

す。そのためには，かかりつけ医や介護状況を確認しケアマネ等に連絡することを意識し

ています。そういった「かかりつけ医」を持つことを患者さんに引き続きご理解いただく

ためにも，取り組みの 3 つ目になりますが，かかりつけ医と本院の役割分担について院内

にポスターを掲示し啓蒙活動をしています。さらに取り組みの 4 つ目ですが，本院の電子

カルテにアライアンスパートナーズ協定締結病院，病診連携登録機関の医療機関が一目で

わかる表示を追加し，患者さんの紹介元医療機関をわかりやすくする仕組みにしました。

患者さんのご事情もあるかもしれませんが，本院は原則として紹介元の医療機関へ返すと

いう啓蒙をしております。 

 最後の 3 つ目のご意見ですが，診療所の夕診で大学病院へ紹介する際に 17 時で医療連携

センターの受付が終了しているので，開業医に合わせて 19 時まで延長をお願いしたい。に

ついてですが，本院の経緯をお伝えしますと平成 21 年 1 月までは平日 19 時まで診療予約

受付を実施し，職員が残業で対応していました。しかし受付件数が 1 日平均 1 件と少ない

ことから 17 時までに時間を短縮しております。昨年度のご要望について，現状を調査した

結果を円グラフでお示ししています。平日 17 時台，18 時台の受付状況ですが，やはり 1 日

1 件から 2 件程度ということがわかりました。それと比べて土日祝の受付件数をみると土

曜日の午前中の受付をするほうが効率としては良いのではないかということが今回の分析

の結果であります。これに関し自動予約受付システムの導入を検討するのか，現在の受付

方法で実施するのか，今いる人で働き方改革も勘案しながら配置するのか，新たに雇用す

るのか 

を大学では検討中であります。 

 以上が，前回のご意見とご要望について，我々の活動状況の報告となります。いずれに

しましても，病院長が目指す将来ビジョンを実現するためにも我々，医療連携センタース

タッフは外向けの窓口としての機能充実を進めております。 

 

（吉田）資料 3 の説明（昨年度のご意見についての取り組みのみを記載） 

 資料３の逆紹介患者数及び逆紹介率のグラフをご参照ください。昨年，この会議が開催

されたのは 11 月末です。昨年の 12 月の統計をみていただきますとわかるように，12 月を

境に実績が急に上がっています。これは，この会議のおかげで院内関係部署の意識が高く



なった成果です。今も持続できるように努力しているところですが，これ以上は上がらな

いのには理由がありまして，院内で精査した結果ですが，紹介元の医療機関へ全部返して

いるのに数字が低いのは，何故だろうと。逆紹介の計算式に入らない事例として，未だに

手書きで作成していた，規定の様式で記載されていなかった，感染症で紹介を受け，治癒

した後に紹介元へ返していなかった。引き続き貴院でのフォローアップをお願いします。

という文書が抜けていた事などがあります。これらを改善した結果，逆紹介率が上がりま

した。それ以外に昨年度もお伝えしましたが，例えば産科ですと，がん患者さんは大学病

院で治療を継続してほしいという紹介元医療機関の要望もあります。ほかに血液内科など

も同様です。言い訳かもしれませんが，100％にはなりません。 

 次に診療科別ですが，例えば消化器内科に紹介があり，手術が必要で消化器外科へ転科

されますと，逆紹介は消化器外科から紹介元へお返しすることになりますので，2 診療科

を足すと全部返しているとご理解いただけると思います。是非，医師会の先生方からも，

大学病院はちゃんと患者さんを返しているとお伝えいただければとお願いします。 

 以上が，今年度の病院の取り組みと前回からのアップデートになります。 

 

4.  （吉田）前回議事録の確認 

5. 意見交換について 

 

（吉田） 

ここからは意見交換の時間となります。みなさま，ご質問，ご意見等ございましたら，

席順にお伺いしますので，お願いできますでしょうか。 

（磯貝：岐阜県医師会） 

 一つだけお願いしたいことがございます。いわゆる転科の報告についてですが，紹介し

た患者さんがどこに行ったかわからなくなる事例の理由として転科が多いので，院内で気

を配っていただけたら，ありがたいです。 

（吉田） 

 ありがとうございます。返書で「来院しました」という報告だけではなく，例えば「来

院されました。〇〇により△△のため，××科へ転科します。△△の結果については，後

ほどご報告いたします。」と記載すれば行方がわからなくなることは無いので，若い医師

だと「来院しました」の報告だけということもあるので，ご指摘いただきましたことにつ

いて，周知徹底し指導します。 

（広瀬：岐阜市医師会） 

 昨年と同様のお願いになりますが，逆紹介率については非常に良くやっていただいてい

る。私個人としては紹介状も詳細に記載した内容を都度，報告してもらっています。です

ので，やっていないというよりは，良くやっていただいていると私は評価をしています。

ただ，先ほどのご意見にもありましたように，大規模な病院ですと転科だとか，複数の診

療科を受診されている場合がある。そのような患者さんの場合は，どこの科でどうなって

いるのかは電子カルテでトレースできる機能はあるので，「このような状況です」という

報告を入院時，退院時，大きな治療時，手術とかに我々に報告を入れてもらえると，今の

治療状況がわかり満足します。なぜかと申しますと，患者家族から尋ねられることがある



からで，紹介医師が知らないと，あれ？大学と連携されていないのかな。と思われてしま

います。かかりつけ医だと，患者家族が受診することもあり，家族状況を確認すると今，

大学に入院しています。ということもある。医師が全部の返信を書くのは働き方改革に反

するので，こういうことは事務のほうで検討をしてもらい，医師は本来の治療に専念でき

るようにお願いしたい。 

（吉田） 

 ありがとうございます。今のご指摘は大変重要な点だと思います。わたくし共では退院

時，退院する瞬間に，まずは開業医さんへ連絡します。ご意見は重々検討させていただき

ます。 

 また，電子カルテを共有する意味でも，是非「ミナモねっと」をご利用いただければと

思います。このシステムでは紹介いただいた患者さんのカルテを閲覧することができます。

設定作業はご希望があれば，医療機関へ個別訪問しますので，是非ともご活用ください。

またご利用された時のご意見もいただければ励みになります。どうでしょう，医師会のみ

なさまに「ミナモねっと」のアナウンスをさせていただいてもよろしいでしょうか。 

（磯貝：岐阜県医師会） 

 県医師会でも情報を共有する意味で助かります。 

（吉田） 

 では，県医師会のご協力をお願いします。 

（松波：羽島郡医師会） 

 岐県内で唯一の特定機能病院として，本日の院外出席者が岐阜地域だけで，西濃など他

の地域が含まれていないのかという疑問があります。地域医療支援病院とは違いますから，

特定機能病院は岐阜医療圏に目を向け活動するだけではなく，岐阜県全体の医療圏に目を

向けてもらいたい。せっかく大学に叡智が集まり，新規の高度な医療を提供している組織

があるわけですから，この成果を将来の県全体に対しても考えていただきたいと個人的に

は考えています。 

 次に一つ気になる点ですが先ほどの資料１ですが，昨年度の資料では「来て良かった」

と患者さんに思ってもらえる病院が今回は，働き方改革に代わっていますが意味があるの

でしょうか。 

（吉田） 

 この項目は，安心・安全で最高の患者サービスを患者さんに届ける最高の病院の確立に

含まれています。 

（松波：羽島郡医師会） 

 働き方改革は大切なことですが，大学病院の中だけで医師の改善を強化されると地方の

医師派遣に影響がでます。大学病院の立場だけで考えられると県，地域にネガティブなイ

メージが出ることはよろしくないことをご配慮し進めていただきたい。 

（吉田） 

 ありがとうございます。極めて重要なご意見です。特に大学病院の医師は通常診療のほ

か教育と研究をしなくてはなりません。さらに，医師が不足する地域病院への外勤につい

ても地域医療が崩壊してしまいますので，県全体で考えていきたいと思います。 

（国枝：本巣医師会） 



 大学病院には沢山の医師がいますが，業務も多い。その中で，紹介・逆紹介を良くやっ

ていただいている。本巣医師会で逆紹介の不満やご意見は最近ありません。大変ありがた

いと思っております。 

 先ほどの病院長の資料にありました複数主治医制についてお尋ねします。我々医師会で

も大学病院とはレベルが違いますが，医師会でも複数の医師で患者さんを診てはどうかと

の意見が度々でてまいります。大学病院では具体的にどのように診療の決定をされている

のでしょうか，また情報共有は主治医以外の先生方はどのようにされているのでしょうか。 

（吉田） 

 ありがとうございます。主治医に連絡が取れない。誰に相談したらよいのか。というこ

とが昔はありましたが，今は疾患別チームで診させていただいております。例えば大腸が

んの患者さんですと大腸チームは 7 から 8 名の外科医で主治医は決まっていますが，チー

ムのほかに週 3 回教授を含めた回診，チームでの朝晩毎日の回診をしています。外科はこ

んなところですが，内科，婦人科も同様でしょうか。 

（森重） 

 外科ほどの人数はいませんが，少なくとも一人の患者さんに対して主に担当する医師に

加えて，2 名を加えた最低 3 名で診ています。もし，1 名が出張等で不在になっても常に情

報は共有していますし，外からの問い合わせについても，チームで対応しています。 

（鳥澤：山県医師会） 

 紹介状の件ですが，わたくしどものところですと例えば内科から外科へ転科した患者さ

んの紹介状は外科から，手術の経過を記載された内容で報告をいただいています。また，

こちらから婦人科かと診療科を迷いながら，小児科へ紹介した患者さんについても婦人科

へ転科し，その後は手術の経過をいただいた事例がありました。 

 ただ大学病院だけの問題ではないのですが，例えば近隣の病院へ紹介した患者さんが，

転院し大学病院へ入院していた場合，紹介元に連絡がこないということがあります。この

ような連携が途中で切れるかなと思います。 

ほかに大きな病院だとスタッフも多く顔の見える関係の構築は難しいですが，年に 1 回

岐阜地域医療連携講演会やセミナーを開催されていますが，それだけでは少し足りないと

思っています。我々参加する側も開業医がもっと参加してくれればと思っていますが，以

前は基幹病院と地域医師会で講演会を開催していましたが，今はいろいろと難しく方法を

考えていかなくてはと思っています。 

複数主治医制については，在宅でも同様のことが言われるが，なかなか上手くいかない。

医療機関が別々で診療報酬など問題があるが，大学病院の中はそういう問題は無いので進

めやすいのではないかと思います。 

 ミナモねっとについては，個人差が大きいと思いますが入院中の患者さんに関して知り

たい医師と病院にお任せしているという医師がいます。わたし個人としては，退院報告が

届きますので入院中はお任せし，データを依頼することはありませんが，入院報告はいた

だきたいと思います。 

（吉田） 

 ありがとうございました。入院報告は是非とも推進していきたいと思います。今後は電

子カルテも AI 技術で進化していくと思います。県医師会でも各医師会に「ミナモねっと」



の接続設定等の案内についてご協力をお願いします。 

 ほかに時間外の診療予約受付時間の件以外にも，主要な疾患について例えば脳卒中や心

疾患等，開業医の先生がお困りの状況に対応できるよう 24 時間，疾患別の当直医師が対応

するホットラインを作ろうということを検討しています。そこで，当直医と次回の診療予

約を相談してもらう，救急外来だとその場で断られてしまう場合もあるかと思いますが，

このようなホットラインを土日に作ろうかとすすめておりますので，またご相談させてく

ださい。では，次に連携でお世話になっております近石病院さんお願いします。 

（服部：近石病院） 

 大学病院の医療連携センターとは良い連携をさせていただいております。先生方のお話

にもありましたように，本院では大学病院から退院された患者さんが，地域の先生方のと

ころへ戻る前に，一時的に入院される後方支援を担っております。以前の転院調整では「か

かりつけ医」の表記が無かったが，最近は貴院のソーシャルワーカーも大変心得ていて，

かかりつけ医と退院時の状況について情報をいただくようになりました。医師会のみなさ

まからのご意見もありましたので，本院の状況に大学病院での情報を加えてかかりつけ医

へ報告させていただいております。ほかに大学病院ではケアマネ，介護サービスの利用状

況についても聞き取りをされていて，後方支援病院での退院支援で活用させていただいて

おります。 

 また，大学病院へ患者さんを紹介する際に複数の疾患がある場合に，どの診療科を紹介

したらよいのか迷うことがある。その場合には，医療連携センターの安藤師長さんに相談

しているが，先日の事例は総合内科の先生に相談したが，忙しいので午後に連絡するとの

お返事で，午後に相談したら，それは循環器内科でしょうとのお返事でした。待てない状

況でしたので，高次救急のほうへお願いしたことがありました。患者さんの命もあります

ので，どこに連絡をしたら良いのか，一つ窓口があると助かります。たまたま，安藤師長

さんがお休みの時でしたので，困ったことがありました。頼りにしていますのでお願いし

ます。 

（吉田） 

 ありがとうございました。極めて重要なご意見をいただきました。先ほどのお話にもあ

りましたように，一旦間を挟んだ入院のやりとりについても周知徹底していきたいと思い

ます。それから，複数の症状がある患者さんの紹介についての相談窓口も検討したいと思

います。 

（伊藤：美濃病院） 

 当院の地域は高齢者が多いことから，夜間になると対応ができないという場合には「か

かりつけ医」という機能も持ちながら関わらせていただいております。最近の事例ですと

ALS の患者さんに訪問看護ステーションを使いながら，大学との併診をしています。今後

も美濃・中濃地区の「かかりつけ医」との間，大学病院と間で連携していきたいと思いま

す。 

（吉田） 

 ありがとうございます。極めて重要な役割を担っているとおもいますので，引き続きよ

ろしくお願いします。 

（赤池：岐阜県訪問看護ステーション連絡協議会） 



 前回にも報告しました，退院支援のことですが先生，看護師，その他の方々には時間が

ない中で，積極的に進めていただいています。安藤師長さんからも地域の方とも連携して

いるという報告もお伺いしています。昨年から，大変頑張ってやっていただいている。訪

問看護ステーションでも開業医の先生方の助けになるように，病院の先生方と連携をとり

ながらすすめていけたらと思っておりますので，今後ともよろしくお願いします。 

（吉田） 

 ありがとうございます。非常に元気になるご意見です。我々病院でも患者さんからご意

見をいただくのですが，褒めていただいた言葉も報告し，職員と共有することでモチベー

ションを上げるようにしています。ありがとうございました。 

（西垣：黒野自治会） 

 病院との関わりは自治会ではありませんが，自治会の行事へ看護学科の学生さんに参加

してもらい交流している。次年度もこのようなイベントで交流を続けていきたいので，ご

協力をお願いします。 

（吉田） 

 ありがとうございます。病院としても駐車場の問題など地域のみなさまにご迷惑をおか

けしていないかと常に心配しておりますので，何かありましたらおっしゃってください。 

 今回ご用意した資料は以上になりますが，よろしいでしょうか。 

（赤池：岐阜県訪問看護ステーション連絡協議会） 

 訪問看護サポートセンターのご案内です。こちらは訪問看護師のほかに病院の関係者の

方が訪問看護について，わからないことなどの相談や問い合わせ先を広報させていただき

ました。是非，ご活用ください。 

5. その他 

（鳥澤：山県医師会） 

 今回の会議とは関係ありませんが，わたしからのお願いです。岐阜県医師会では生涯教

育と介護保険を担当しています。数年に 1 回ですが，大学病院を会場にした介護保険の研

修会を岐阜県の委託事業で開催しています。医師の出席率が悪いので，是非とも研修医の

先生，連携スタッフのみなさんにもご参加いただきますようお願い申し上げます。その他

の研修もお願いします。なるべく早めにご案内します。 

6.  閉会挨拶 

（吉田） 

本日は，みなさまより忌憚のないご意見をいただき誠にありがとうございました。先生

方のクリニックが本院の外来であることに変わりはありませんので，引き継きどうぞよろ

しくお願いします。 

 

 

 

まとめ 

 

1． 転院について，後方のアライアンス病院へお願いしたり，ホスピスへ転院したりする場

合に数年前まで遡って，紹介いただいた先生に報告できているか周知徹底すること。 



2． 働き方改革を進める中で，複数主治医制により責任科が曖昧になり，地域の先生方や連

携する病院へ迷惑をかけないようにすること。 

3． ミナモねっとのご案内（岐阜県医師会） 

4． 他医療機関からの複数疾患患者さんの受診先診療科の問い合わせ対応 

5． 時間外予約受付（土曜日実施するのか） 
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第１６回国立大学医療連携・退院支援関連部門連絡協議会の開催について 

 

標記について、令和元年度は本学を当番校として下記のとおり開催します。 

つきましては、貴院の関連部署の職員（医師、看護師、医療ソーシャルワーカー及び事務）

の出席に御配慮くださるようお願いします。 

 

記 

 

1. 名 称 第１６回国立大学医療連携・退院支援関連部門連絡協議会 

 

2. 日 程 令和元年７月５日（金）13：00～17：30（受付開始 12：00） 

７月６日（土） 9：00～12：15 

 

3. 会 場 九州大学医学部 百年講堂（九州大学病院キャンパス内） 

    〒812-8582 福岡市東区馬出３丁目１番１号 

 

4. 事務局 九州大学病院 医療連携センター センター長 水元一博 

    〒812-8582 福岡市東区馬出３丁目１番１号 

 

 

【問合せ先】 
九州大学病院 医療連携センター 橋本・児玉 

TEL：092-642-5165（直通） 
FAX：092-642-5155 
Email：bynirenkei@jimu.kyushu-u.ac.jp 

3）国立大学医療連携・退院支援関連部門連絡協議会参加
　　　日本医療連携研究会‐国立大学部門‐学術集会
 



会議室 ⼤ホール 交流ホール/中ホール ⼤ホール 中ホール１ 中ホール２ 中ホール３

講演４
「多機関連携で⼦ども
を守る〜⾮⾏少年と虐

待〜」

講演３
「⼼不全の在宅医療：
急性期病院からの円滑
な移⾏に地域病院が担

う役割」

休憩

16:00 16:00

休憩

16:30 16:30
休憩/移動

パネル
ディスカッション
（テーマ４）

第16回国⽴⼤学医療連携・退院⽀援関連部⾨連絡協議会 及び 第６回⽇本医療連携研究会 ⽇程表
７⽉５⽇（⾦） ７⽉６⽇（⼟）

九⼤病院キャンパス 百年講堂 ⻄鉄
グランドホテル

九⼤病院キャンパス 百年講堂

9:00 9:00

パネル
ディスカッション
（テーマ１）9:30 9:30

10:00 10:00
パネル

ディスカッション
（テーマ２）

10:30 10:30

11:00 11:00

休憩

パネル
ディスカッション
（テーマ３）

協議会まとめ

11:30 11:30

次回開催校挨拶/閉会

12:30 12:30
休憩/受付

14:00 14:00

12:00 12:00

ランチミーティング
「インフォームド・コ
ンセントをめぐるあれ

これ」
13:00 13:00

13:30 13:30

幹事監事会

受付

14:30 14:30

15:00 15:00地域医療ＰＴ報告

15:30 15:30

17:30

18:00

18:30

恒例懇親会

20:30

移動

ポスターセッション17:00 17:00

開会の辞

連絡協議会議事報告

基調講演
（⽂部科学省）

休憩

連絡協議会
アンケート報告

⼀般演題

講演1
「『連携室の連携』の役
割と取組みー18年のあゆ

みー」

休憩

講演２
「これからの医師の働

き⽅を考える」

総会

※ロビーにて※

ランチタイム講演会・研究会 受付
（地域医療機関向け）

(10)

(15)

(45)

(15)

(45)

(50)

(40)

(15)

(15)

(45)

(55)

(40)

(50)

↓研究会・研究集会

(20)

(50)

別添3‐1

(15)

(50)





第４章 教育活動報告 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1）院外活動：医療従事者対象『岐阜地域医療連携講演会』

（報告）

　【目的】　大学病院の医療提供をご理解いただく医療機関向け情報提供の場

　　➡　地域医療従事者への研修（専門的医療等）＝医療圏のレベル向上　　

　　➡　地域連携強化（前方後方連携） 


◎日　　　程　 2019年4月6日（土）16：00～20：00
第１部　最新の医療現場での話題を中心とした講演会

　岐阜地域の医療連携を目的とした講演会


第２部　情報交換の場

　岐阜大学病院の診療科を医師会の皆様に紹介

◎参加者数 参加者　合計　１１９名　（前年　+17名）

2019年度 2018年度 2017年度
合計 119 102 93
（内訳）
院外 72 59 65

医師 43 43 40
看護師 12 10 15

栄養管理士 3
理学療法士 2

社会福祉士等 6 2 3
事務等 6 4 7

院内 47 43 28
医師 26 33 14

薬剤師 2
看護師 7 3 7

臨床検査技師 1
ＭＳＷ 8 4 4

事務 3 3 3

◎参加施設 アライアンス 10 施設／23施設

病診連携登録機関制度 23 施設／209施設

初参加医療機関 24 施設

参加医師会 岐阜県医師会　岐阜市医師会　各務原医師会　羽島郡医師会　羽島市医師会　もとす医師会　山県医師会


（医師会のご意見） 参加者の皆様から頂いたご意見，ご要望は院内報告し，改善を見直しする際に役立てています。

・岐阜県医師会 ： 今後ともよろしくお願いします。

・岐阜市医師会 ： 退院支援ルールは今後は目につくようになればよい。こんれからは多職種で支えていかないと医師だけでは本来の

診療ができないのでこのルールに多くの方が参加してもらえるとありがたい。

・各務原医師会 ： 各務原は地理的に東西に長く，医療圏が名古屋，東濃と広い。大学病院のロボット手術など情報を知ることができる

良い機会でした。また，在宅の利用者が少ないので努力したいと思っています。

・羽島市医師会 ： 大学病院の診療を知る貴重な会なので，今回は岐阜地域だけで仕切るのではなく，岐阜県下の全ての医師会に声

掛けをしてますます発展してもらいたい。大学病院は益々頑張って地域医療を超えた高度な医療をするべきです。会場の都合もあると

思いますが頑張ってください。

・羽島郡医師会 ： 大学病院の診療に関する宣伝が少ない。ネットを利用すれば良いのだろうが，紙で送ってもらいたい。ネットは年寄

りはみません。大学病院は羽島からは遠く，名古屋には近いという地理的なこともあり，岐阜駅でサテライト診療所を開設してもらえると

よい。本日は，いろいろな情報をありがとうございました。

本巣医師会 ： 本巣医師会では自主的に大学の先生をおよびして講演会を開催している。今後もご協力をお願いします。

山県医師会 ： 岐北厚生病院長の就任挨拶。



共催  

岐阜大学医師会  

ノボ ノルディスク ファーマ株式会社 

後援  

    岐阜県医師会 

    岐阜市医師会  

    各務原市医師会  

    羽島市医師会  

    羽島郡医師会  

    もとす医師会  

    山県医師会  

 

 岐阜大学医学部附属病院                                              

岐阜地域 

医療連携 

講演会       
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

謹啓 時下ますますご健勝のこととお慶び申

し上げます。さて、このたび岐阜地域医療連

携講演会を下記のとおり開催させて頂きま

す。ご多忙のこととは存じますが、ご出席賜り

ますようお願い申し上げます。          

謹白                             

                                                  参加無料 

お申し込み必要 

→裏面の申込用紙を

FAX送信 

平成３１年 ４月６日（土） 

講演会の部    

１６：００ ～ １８：００ 

場所 ＯＫＢふれあい会館 

    大会議室 302 号室 

    岐阜市薮田南５丁目１４−５３ 

情報交換会の部  

１８：1０ ～ ２０：００ 

場所 Kouzo Gifu 14Ｆ 

講演会の部  

  開会挨拶 岐阜県医師会 副会長 河合 直樹 

  講   演  

           座長 医療連携センター センター長  清水 雅仁 

『産婦人科 4大柱 岐阜大学での近年の取り組み』 成育医療・女性科 臨床講師 志賀 友美 

『岐阜大学におけるロボット手術最前線』        泌尿器科 臨床講師 中根 慶太 

『小児糖尿病の現状と課題 ～よりよい成人期医療への移行を目指して～』  

                                         小児科  臨床講師 堀 友博 

   閉会挨拶 岐阜市医師会 会長 広瀬 洋 

 

                                                  
情報交換会の部  

  開会挨拶    岐阜大学医学部附属病院 病院長  吉田 和弘  

  診療科紹介    呼吸器内科      臨床教授 大野 康 

             乳腺外科（2外科）臨床教授 二村 学 

             病理診断科      臨床教授 宮﨑 龍彦 

  閉会挨拶 岐阜県医師会 常務理事 伊在井 みどり，岐阜市医師会 会長 広瀬 洋， 

各務原市医師会 会長 八木澤 芳生，羽島市医師会 会長 田中 吉政， 

羽島郡医師会 監事 平田 俊文，もとす医師会 理事 若園 明裕，山県医師会 会長 鳥澤 英紀 

  

 2019 年 2 月 13 日 医療連携センター 

総合司会 医療連携センター 副センター長 堀川 幸男 

※本講習会は日本医師会生涯教育制度各

0.5 単位を取得できます。 

10 チーム医療，65排尿障害（尿失禁，

排尿障害），76糖尿病） 



 

   

  連絡先 

    岐阜大学医学部附属病院 医療連携センター 

           MSW 中野   事務 服部（7344） 

 

2）院内活動：病院職員対象 『医療連携センター研修』  

 

医療連携センター研修会の開催について（案内） 

 

初夏の候，時下ますますご清祥の段，お慶び申し上げます。 

 平素は医療連携センターの運営について格別のご高配を賜り，厚くお礼申し上げます。 

 今年度の研修会は、患者や家族のニーズに沿った退院支援を多職種チームで行えるようにお互いの

役割、当院での入退院支援の流れを理解し，今後の院内での共通理解と今後の多職種連携を促

進する目的で開催しますので，是 非 ともご参 加 いただけますようご案 内 いたします。 

 

 

 

お申込みは下記をご参照ください。 

（申込期限 令和元年６月１7 日（月）） 

 

 

 

 

            記  

研修会内容 ：MSW の役割・業務、入退院支援について 

     岐阜医療圏退院支援ルールについて 

対 象 者 ：退院支援に関わる職種（医師，看護師，薬剤師，リハビリテーション，栄養管理士など） 

日     時 ： 令和元年 6 月 19 日(水) 17 時 30 分～18 時 30 分 

場     所 ： 病院１階 多目的ホール 

参 加 人 数 ： 40 名前後を予定（先着順） 

 

お申込み方法 

 医師 

      各病棟の退院支援カンファレンスで，MSW にお伝えください。 

 看護師 

      NASIST に参加案内を掲示します。看護部管理者会でもご案内します。 

 リハビリスタッフの参加を促す 

      服部主任へお知らせください。 

 薬剤師 

      小林副部長へお知らせください。 

 管理栄養士 

      西村室長へお知らせください。 

https://www.irasutoya.com/2017/05/blog-post_731.html
https://www.irasutoya.com/2013/09/blog-post_9674.html
https://4.bp.blogspot.com/-unmlFfRp3k0/XLQhgfoaajI/AAAAAAABSc0/6vraLxHDGh8hQZUF1epllby72ZRqA1joACLcBGAs/s800/pdca_cycle_icon_long.png
https://www.irasutoya.com/2015/08/blog-post_61.html
https://www.irasutoya.com/2016/08/blog-post_40.html


 

日時 令和元年 11 月 15 日(金)～21 日(木) 
 

講演会は 11：00～12：00 です 
 

場所 岐阜大学病院１階イベントコーナー（ピアノの東）  

 
 

                                           

 

 

 

 

 

 

                                          

 

 

 

                                         

 

お気軽にお立ち寄りください 医療連携センター  

      
テーマ： 頼りになる地域支援者をご存じですか？ 

11 月 20 日(水)  

かかりつけ医を持とう 

 担当者：シティタワー診療所 島崎亮司医師 

「かかりつけ医の役割」「先生の毎日に行動について」 

「どんなことをお願いできるの・・」「頼りになる先生の存在」 

11 月２１日(木) 

訪問看護師を味方につけよう 

担当者：寧色訪問看護ステーション 桑原さん 

「訪問看護師さんの役割」「こんなことがお願いできるの・・」 

「頼りになる看護師の存在」「病院看護師も同行はじめます」 

 

11 月 19 日(火)   

 かかりつけ薬局を持とう 

  担当者：株式会社ブラスピー 小池薬剤師さん 

「なぜかかりつけ薬局が大切なの？」「最近の薬剤師さんの働き方」 

 

 

11 月 15 日 (金)    

地域包括支援センター職員からのおはなし 

 担当者 ： 山田病院 地域包括支援センター 丸山さん 

 「健康寿命を延ばして楽しく暮らす」 

「地域包括支援センターではこんな介護相談が受けられます」 

１１月 18 日 (月)   

住宅改修のポイントやお役立ちグッズのご紹介 

担当者：八神ホームヘルスセンター 日比野さん 

「こんなヒントで住みやすいお家に大変身」「ベスト生活支援品」 

3）院外活動：一般（患者，家族）対象 『医療連携週間』 

http://aoisora-neiro.jugem.jp/


第５章 広報活動報告 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



日 時 令和元年６月19日（水） 

参加者 49名（昨年度 42名） 

医療連携センターニュース  2019 年 7 月 VOL.1 

令和元年度 医療連携センター研修会 

 
研修会内容  

１ MSWの役割・業務，入退院支援について 

２ 岐阜医療圏退院支援ルールについて   

             岐阜医療圏での仕組みを取入れ地域関係者と連携します 

 

 

 

 

グループワーク テーマ 

患者や家族のニーズに沿った退院支援を多職種チームで行えるよう 

お互いの役割を知り退院支援の課題を検討しよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご挨拶 

平素は医療連携センター

の運営について格別のご高配

を賜り，厚くお礼申し上げま

す。今年度の研修会は，

MSWの役割・実務を知って

いただき患者や家族のニーズ

に沿った退院支援を多職種

チームで行えるようにお互いの

役割，当院での入退院支援

の流れを理解し，今後の多

職種連携を促進する目的で

開催しました。 

医師：地域の病院に診療科が無く，転院が困難な患者が多いが，SW が地域と連携して在宅調整を行うほか医療費の相談が

できることもわかった。病棟の退院支援カンファレンスは週 1 回開催され主治医にフィードバックはできるが，事前に病棟

と医師がコミュニケーションをとって話ができるとよりよいと思いました。 

薬剤師：患者，家族，各職種で視点も違い，ゴール設定が難しい部分があるが，早期に方向性が整えられるように各職種で

連携がとれるといい。 

看護師： 保存的治療で入退院を繰り返す患者は，緊急入院が多く，入院期間が長い傾向にある。方向性を主治医に確認す

ると共に，社会的ハイリスクのある患者は入院時の早期から多職種が情報提供し退院支援をしていく必要がある。 

管理栄養士：病棟の病棟専任入退院支援看護師との関わりはあるが，MSW とどのように連絡したらいいのか分からない。 

リハビリ：退院時の課題にどうアプローチしたら良いか，誰に連絡したら良いか分からなかったが今後は多職種共同カンフ

ァレンスの開催日を確認して参加したい。 

 

用語説明：「退院支援カンファレンス」とは院内多職種

（医師・看護師・退院調整係看護師・退院調整看護師・

SW・薬剤師・栄養士・理学療法士など）で退院支援・

調整について検討することを目的としている。チーム医

療を目指し，専門的立場からの意見を集結するために多

職種の参画が必要であり各部署で参加するメンバーに応

じて名称を検討し活用してもよい。 

 

発行元 岐阜大学医学部附属病院 医療連携センター 

【 出席者の内訳 】 

医 師    7 名（第一内科，第 3内科，脳神経外科，皮膚科，歯科） 

看護師   ２6 名 （看護部，病棟，外来，医療連携センター） 

リハビリ（理学療法士）２名，管理栄養士２名，薬剤師 ２名，ソーシャルワーカー７

名 

事 務 ２名， 他施設からの参加者  1 名（看護師） 

各病棟から医師，看護師をはじめ薬剤師，管理栄養士，リハビリスタッフ非常に多くの方にご参加頂き，有意義な研修

会を開催することができました。これも皆様方のご支援によるものと感謝いたしております。また最後になりましたが今後とも医療

連携センターをよろしくお願いします。 

 1）院内広報：病院職員対象『医療連携センターニュース』 



日 時 令和元年11月 15 日(金)～21 日(木) 

場 所 岐阜大学病院１階イベントコーナー 

テーマ 頼りになる地域支援者をご存じですか？ 

医療連携センターニュース  2019 年 12 月 VOL.2 

医療連携週間を開催しました 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

【水平の連携】 

これまでの医療システムは，急性期の大病院を頂点として，かかりつけ医を底辺とする「垂直連携」でしたが，今後はかかりつ

け医が中心となって訪問看護師や介護分野などと連携する「水平連携」が中心となり，急性期の大病院はその外側にあって，地域

の最後の砦となることが求められます。 
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医療連携センター      

センター長 清水 雅仁 

 

平素は医療連携センターの運営に

ついて格別のご高配を賜り，厚くお

礼申し上げます。 

この企画は，大学病院と地域の多

職種（医療・介護・福祉）の連携

について患者さんとそのご家族にご理

解をいただくことを目的に開催しまし

た。今後の「上手な医療のかかり方」

を知っていただけたら幸いです。 

日替わり講演会講師は

地域で活躍される専門職 

・地域包括支援センター  

・住宅改修のポイント 

・かかりつけ薬局 

・かかりつけ医 

・訪問看護師 

岐阜市地域包括支援センタ

ー 丸山 久美 

「健康寿命を延ばして楽し

く暮らす」 

「地域包括支援センターで

はこんな介護相談が受けら

れます」 

住宅改修のポイントやお役立ちグッズのご紹介 

株式会社 八神製作所 福祉用具専門相談員 日比野 祥子 

「こんなヒントで住みやすいお家に大変身」「ベスト生活支援品」 

  ケアマネジャー等 

  

かかりつけ薬局を持とう 

株式会社 プラスピー  

取締役 薬剤師 小池 啓文 

「なぜかかりつけ薬局が大切なの？」 

「最近の薬剤師さんの働き方」 

かかりつけ医を持とう 

シティ・タワー診療所  

管理者・医師 島崎 亮司 

「かかりつけ医の役割」 

「先生の毎日について」 

「どんなことを 

お願いできるの・・」 

「身近な頼りになる存在」 

訪問看護師を味方につけよう 

碧い空株式会社 訪問看護  

ナースコールセンター寧色 

 代表取締役  桒原 良次 

「訪問看護師さんの役割」 

「こんなことがお願いできるの？」 

「頼りになる看護師の存在」 

「病院看護師も同行はじめます」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

会場では出席者のみなさんからのご質問等に，多職種が対応しました。 

また，会場には「かかりつけ医」，「おくすり手帳」，「退院支援」， 

「福祉制度」など地域連携に関する掲示物も配置され，岐阜大学病院と 

地域の医療連携（院内・地域）との繋がりについて理解を深め，患者さんと 

その家族がどのように医療・介護・福祉の支援を受けることができるのかを 

学ぶ機会となりました。 

発行元 岐阜大学医学部附属病院 医療連携センター 

（アンケートより抜粋） 

・かかりつけ医と大学病院の役割が理解できました。 

・かかりつけ医の在宅医療医師の役割がよく分かった。連携して大学病院と在宅とつなげてもらい安心して暮らせるということが分かっ

た。 

・在宅医療の医師，訪問看護師など安心して暮らせることがわかりました。 

・入院中ですが今回の話を聞いて退院後のことを自分でも頑張って考えていきたいです。 

・転院の話も出ている中，今回の話を聞いて，自宅，自分で頑張って退院方向で考えていきたいと思いました。 

・地域包括支援センター丸山さんのお話がとても上手くてすっと入ってきました。より寄りそった利用者さんの生の声が聞けて良かった

です。ありがとうございました。 

・住宅改修のことで，今まで知らなかった事がわかり，これから利用したくなりました。 

・住宅改修で実際の手すり等をみながら，説明してもらえたので，わかりやすかった。 

・かかりつけ薬局を利用しています。皆さんも利用されると良いと思います。 

・退院後の不安が少し軽減した。 

・在宅医療でどんなことをやっているのかよくわかった。患者さんとの距離感が近くて安心して医療が受けられると思った。 

・さまざまな専門職の方の話が聞けて，知識が広がりました。今後の治療病気とつき合っていく中で安心した部分も多くありました。 

・病院から退院して自宅でサポートを受けながら生活する事は分かっていても具体的にどの様な事をできるのか，やってもらえるのか

は知りませんでした。訪問看護でできる事を詳しく教えていただいて良かったです。 

・訪問看護のお話は初めて聞き，費用，保険について，実際の事例などを知り将来利用するかも知れないことだからとても参考に

なりました。 



2）院外広報：医療機関対象『診療のご案内』 

 

 

「診療のご案内２０２０」の作成について 

 

毎年発刊 

 

1. 掲載趣旨 県内唯一の大学病院，特定機能病院が提供している診療のご紹介   

     として，各診療科の医師名，診療分野および週間の予定をご案内する。 

2. 配 布 先 岐阜県下の病院・医院，愛知県の一部（一宮市周辺），大学病院等 

      計 ２５００件 ※持参配付分含む  

      岐阜大学内部 計５００部   合計３０００部作製 

3. 執筆担当 各診療科・部門 

 

    １ 標榜診療科・部門名 

    ２ ＴＥＬ 

    ３ ＦＡＸ 

    ４ 医師等紹介 

    ① 顔写真 

    ② 氏名，職名 

    ③ 専門分野 

    ④ 専門医等の資格（５つまで） 

         注意：５つ以上は校正側で削除しますのでご了承ください。 

         記載する専門医の順番をご注意ください。 

         病院ホームページ（総務課総務係）には５つ以上掲載可能ですので 

         ご記入ください。 

５ 週間予定等 

     月から金の午前，午後 

     連絡先 

    ６ 診療分野（高度医療・専門領域）及び高度な医療機器等 

    ７ 教育施設等 

  

4. 作業スケジュール 

 

   令和元年   ４月        原稿作成，確認依頼 

          ５月から６月    校正 

          ６月末            校了 

          ７月        印刷 

           ８月        送付 

                    ※総務課総務係へデータ提供 

                     病院ホームページ定期更新 

 



3）院外広報：連携医療機関対象『医療連携 NEWS』 

 

医療連携センター 広報について 

 

（経緯） 現在，医療連携センターでは年１回「診療のご案内」を地域医療機関等へ配布している。

また，病院事務部総務課からは病院広報 うぶね（鵜舟）を年４回，地域医療機関等，患者等に配

布している。 

 「診療のご案内」を配付するメリットとしては，職員顔写真，専門分野，診察日の確認ができる。病

院組織体系と概要を確認できる。デメリットとしては，タイムリーな情報ではないこと，配布先も大学

病院からアライアンス，病診連携登録機関など医療機関を限定していない。 

 「鵜舟」を配付するメリットとしては，読者が限定されていないので層の幅が広く広報できる。デメリ

ットとしては，大学病院の医療の提供についての記載が，医療機関向けではない。 

 こうした従来の方法とは別に、地域医療機関へ大学病院ができる医療提供の内容を，日頃の連

携が濃い医療機関へ確実に届けるための新たな広報誌の発刊を検討した。 

例えば専門が異なる医師が大学病院専門医へ患者を紹介する際に，情報提供書の記載方法が

簡略された様式のご案内，新たな診療機器での診療案内などを予定している。 

 

（配付先） 

      病診連携登録機関  約 280 機関  

      アライアンス締結病院 23 機関 

      関連病院         43 機関 （アライアンスと重複は除いて送付する） 

 

（配付方法） 年４回発刊 （鵜舟と同様） 鵜舟に同封し郵送 

 

（予算）  病院中央経費  ４００部印刷  

 

 

（紙面）  Ａ４裏表カラー印刷 

 

（原稿）  原則，診療科番号順に各科へ依頼し，希望があれば優先する。 

 

（内容）  病診連携に関する診療科からの紹介アドバイス等 

 

（発刊）  2019 年度より開始 

 



















「患者相談窓口」のご案内（医療連携センター） 

当院は患者さんやご家族が希望する適切な医療が受けられるよう，療養に関わる相談支援を行っています。ご心配なこ

と、お困りのことなどがありましたら、お気軽にご相談ください。また，ご予約は医療連携センターまたは下記の電話

番号まで，お問い合わせください。 

相談内容と相談担当者          責任者 医療連携センター長 清水 雅仁 

看護相談 看護師が患者と家族の療養についての相談, 在宅看護・退院に伴う相談を伺い

一緒に考えます。【費用】無料 

看護師 

堀田・廣瀬・日比

野・齊藤 

医療福祉相談  
ソーシャルワーカーが医療費, 生活費などの経済的問題や社会福祉制度の相

談，仕事に関する相談，療養生活, 転院, 退院に伴う相談を伺い一緒に考えま

す。【費用】無料 

ソーシャルワーカー 

中野・山本・多田・ 

水向・野口・山内・ 

浅井 

がん相談 
看護師やソーシャルワーカー、薬剤師、管理栄養士が、がんに関連した疑問や

お悩みを伺い，解決のお手伝いをします。 

例：緩和ケア，生殖医療相談【費用】無料 

看護師 

苅谷・日比野 

女性専門相談

（予約制） 

女性医療スタッフによる健康相談です。【費用】有料 

【予約方法】所定様式をＦＡＸ送信し予約します。詳しくはご相談ください。 

女性医療スタッフ 

セカンド 

オピニオン 

（予約制）  

セカンドオピニオンとは、患者さんが納得のいく治療法を選択することができ

るように、治療の進行状況、次の段階の治療選択などについて、現在診療を受

けている担当医とは別に、違う医療機関の医師に「第 2 の意見」を求める相談

のことです。本院へのセカンドオピニオン，または本院から他医療機関へのセ

カンドオピニオンをご希望の方は、お気軽にご相談ください。なお，他病院へ

セカンドオピニオンには，本院の主治医からの紹介状、今までの検査データな

どが必要です。準備にお時間をいただきますので、ご了承ください。 

【予約方法】所定様式をＦＡＸ送信し予約します。詳しくはご相談ください。 

【費用】有料 病院によって料金は異なります。 

事務職員 

服部 

要望・苦情等  

電話 ０５８－２３０－６１０６  

※安全管理に関するご相談もお受けします。 

 

 

【お問い合わせ先】 医療連携センター 電話 058-230-7049 

【相談受付時間】 平日 9：00 ～ 17：00  

（祝日、年末年始 12/29～1/3 を除く） 

※相談の時間は、３０分程度までとさせて頂いております。 

※相談内容の秘密は、厳守いたします。 

（担当者が不在の時は、後日ご連絡します。） 

医療連携センター 2020 年 8月作成 

4）院内掲示物 ・相談窓口案内（相談対応者案内） 
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総合案内

病院案内板

がん
センター
がん
センター

医療連携
センター

正面玄関

身体障害者
専用乗降場
身体障害者
専用乗降場

　　　◎ 看護相談
　　　◎ 医療福祉相談
　　　◎ がん相談
　　　◎ 女性専門相談（予約制）
　　　◎ セカンドオピニオン（予約制）
　　　◎ 要望・苦情等
　　　　※安全管理に関するご相談もお受けします。

【お問い合わせ先】
　医療連携センター   電話　058-230-7049
【相談受付時間】
　月曜日から金曜日　9：00～17：00
　（祝日、年末年始 12/29～ 1/3 を除く）

診断や治療法について主治医以外の意見を
聞くことに関する相談です。

病院や診療所で診断や治療の説明を受け
たが、困ったり、悩んだりしているとき
（自分が受けた診断について確信が持てなかったり、   
　決断に至るまでの情報が足りないと思ったとき）

にご利用ください。

※相談内容は、治療・診断に関することに限り
　ます。治療は行いません。あくまでも相談の
　みとなり、有料（予約制）です。
　情報提供書をご用意ください。

案内図

その他ご心配なこと、お困りのことなどが
ありましたら、お気軽にお申し出ください。

・治療方法や検査について不安
・後遺症、副作用のことが心配
・自分にあった治療法について
・これからのことが不安

岐阜大学医学部附属病院
〒501-1194 岐阜市柳戸 1-1

セカンドオピニオン

その他の相談

患者相談窓口
の ご 案 内

● 相談内容

MEMO

N

当院で利用できる相談内容

医師

１階  医療連携センターは
 　　病院正面玄関より直進の入り口です。

院内掲示物
・相談窓口案内
 



● 相談内容● 相談内容

● 相談内容

● 相談内容

● 相談内容

がん相談支援センターの相談員が情報を
整理して、専門の支援先へ連携します。

・職場で病名を伝えたほうがいいのか
・傷病手当金の申請の仕方が知りたい
・病名を伝えたら退職を勧められた
・退職したら健康保険はどうなるのか
・現在休職中で復職を希望している
・現在離職しており就職を希望している

看護師やソーシャルワーカー、薬剤師、
管理栄養士が、がんに関連した疑問や
お悩みを伺い、解決のお手伝いをします。

・がんと告知され、不安でいっぱいだ
・治療の選択に迷っている
・がん治療で子供を産むことへの影響
　があるか
・家族に病気のことをどう伝えるか
・副作用が心配
・食事の工夫を知りたい

緩和ケアに関する相談

看護師が病気・療養中の相談を伺い
一緒に考えます。

・病気、治療について知りたい
・自宅での医療処置方法を知りたい
（点滴・胃ろう・床ずれ予防など）

・訪問診察、訪問看護を受けたい
・退院後もリハビリを続けたい
・退院後の生活で心配や困りごとがある
・治療にあたり家族の心配がある

ソーシャルワーカーが、社会保障制度に
ついて相談を伺い、一緒に考えます。

・医療費制度の仕組みを知りたい
・医療費の助成ができる制度がないか
・休職、退職をすることとなったが、
　生活費が不安
・各種福祉手帳の活用方法が知りたい
・子育て支援について知りたい

医療費等、社会保障制度の相談

看護師やソーシャルワーカーが、家庭での
生活・介護での心配や困りごとの相談を
伺い、一緒に考えます。

・介護保険について知りたい
・介護用品を購入、レンタルしたい
　（ 介護ベッド・車いすなど ）

・自宅で入浴することが大変になった
・１人暮らしで、家事を手伝ってほしい

緩和ケアとは診断された時から、身体・
心・社会的な困りごとに対し共に和らげ
るものです。
あなたの困りごとに対し、相談をお受け
します。

・緩和ケアといわれ、不安でいっぱいだ
・緩和ケアで何をしてもらえるのか
・緩和ケアを受けたい

● 相談内容

仕事に関する相談

在宅看護に関する相談

がん相談看護相談

社会保険労務士
両立支援促進員
就職支援ナビゲーター

ソーシャル
ワーカー

ソーシャル
ワーカー

ソーシャル
ワーカー

ソーシャル
ワーカー

ソーシャル
ワーカー

社会保険
労務士

看護師看護師

看護師看護師



「かかりつけ医」と「本院」との役割分担について 

 

  

 

 

「かかりつけ医」とは？ 

 日頃から，あなたの過去の病歴を良く知り，現在の健康状態を把握して、病気の

治療や健康相談など、何でも安心して気楽に相談できる先生です。 

 必要に応じ、専門医や専門の病院などと連絡をとってくれる身近な医師のことです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「かかりつけ医」の役割 

1.病気の診断と治療 

2.自立生活困難の原因と程度の評価 

3.日常生活の指導助言 

4.状況に応じた関係機関の紹介（専門医、地域包括支援センター等） 

5.ケアマネージャーや地域包括支援センター職員との連携 

6.訪問看護センターとの連携 

 

「かかりつけ医」との併診を推奨しています 

 本院での診療により病状が安定した場合には，「かかりつけ医」 

など身近な医療機関と大学病院との併診で治療を継続 

できるよう逆紹介の推進にも取り組んでいますので，ご理解と 

ご協力をお願いします。 

                        作成 2020年 8月 

岐阜大学医学部附属病院では，地域医療機関の 

「かかりつけ医師」と「大学病院医師」との併診を推奨しています。 

岐阜大学医学部附属病院 

医療連携センター 

病院は 

入院検査と治療が主です 

・高度な検査 

・治療機器で専門医療  

・チームによる高度な医療 

開業医は 

外来診療が主です 

・病気の初期診療と慢性 

病の治療管理 
・病気の予防や健康管理

の指導 
 大学病院は医療機能

を異なる（緩和ケア等）

23 の病院間で対等な連

携「アライアンスパートナ

ーズ ／医療機能連携

協定締結病院」を締結し

ています。 

 大学病院は患者の紹介・

逆紹介の実績が多い地域

の医療機関と「病診連携機

関登録制度」を締結し「連

携かかりつけ医」としてご案

内しています。 

4）院内掲示物 ・かかりつけ医との併診推奨案内 



 病棟　患者さんへ
退院・転院のご相談は医師・看護師・ソーシャルワーカーにお伝えください

【相談内容】　たとえば　こんな時に　ご相談ください

　☆病棟退院調整係

看護師
　☆医療連携センター


ソーシャルワーカー

退院調整看護師

令和２年8月１日現在

・医療費制度，社会保障制度，介護保険について

・退院後の生活を整える方法について

・自宅で続ける医療処置について

・転院や施設のご紹介について

・仕事と治療の両立について

患者さんの状況に応じて専門職員が対応します。

厚生労働省では，地域包括ケアシステムの構築を推進しております。2020/5/31

医療
介護

生活支援・介護予防

住まい ・自宅

・サービス付き

高齢者向け住宅など

≪病院≫

・急性期

・回復期

・慢性期

≪日常の医療≫

・かかりつけ医

・地域の連携病院

・歯科医療・薬局

・地域包括支援センター

・ケアマネジャー
・老人クラブ，自治体，

ボランティア，ＮＰＯ等

病気に

なったら

介護が必要に

なったら

相談業務や

サービスの

コーディ

ネートを行

います。

地域包括ケアシステムの姿

岐阜大学

病院は高

度急性期

病院です

・訪問看護など

また，高度急性期病院として急性期の患者さんに対し、状

態の早期安定化に向けて、診療密度が特に高い医療を提供

するとともに，急性期を経過した患者への在宅復帰に向けた

医療やリハビリテーションを提供する機能を有する，かかりつけ

医，地域の連携病院等との多職種協働による在宅医療・介

護を一体的に提供できる体制を構築するための取組を推進し

ています。

岐阜大学医学部附属病院は，一般の医療

機関では実施することが難しい高度な医療や先

進医療を提供する特定機能病院として厚生労

働省から承認を受けた医療機関であり，その機

能を果たすため，地域医療機関との密接な連携

による診療を提供しています。

・入院患者への相談窓口案内



掲示期間

患者相談窓口（医療連携センター）
相談受付時間 月曜日から金曜日9：00～17：00

（祝日，年末年始12/29から1/3を除く）
責任者 医療連携センター　センター長 清水　雅仁
担当者 職種　看護師 安藤　真由実

職種　看護師 堀田　みゆき
職種　看護師 日比野　美由紀
職種　メディエーター 松野　泰子
職種　ソーシャルワーカー 中野　貴仁
職種　ソーシャルワーカー 山本　恭孝
職種　ソーシャルワーカー 多田　真
職種　ソーシャルワーカー 水向　美央
職種　ソーシャルワーカー 安東　知子
職種　ソーシャルワーカー 山本　祐樹
職種　ソーシャルワーカー 野口　史緒
職種　ソーシャルワーカー 山内　寛貴
職種　事務職員 福田　正哉

【看護相談】 ・患者と家族の療養についての相談, 在宅看護・退院に伴う相談
・「難病相談」難病患者が安心して住み慣れた地域で療養できる
ための相談
平日 9：00～17：00
担当者 堀田　みゆき （看護師）

廣瀬　純子 （看護師）
日比野　美由紀 （看護師）
米山　久恵 （看護師）

【医療福祉相談】 ・医療費, 生活費などの経済的問題や社会福祉制度の相談
・仕事に関する相談，療養生活, 転院, 退院に伴う相談
平日 9：00～17：00
担当者 中野　貴仁 （ソーシャルワーカー）

山本　恭孝 （ソーシャルワーカー）
多田　真 （ソーシャルワーカー）
水向　美央 （ソーシャルワーカー）
安東　知子 （ソーシャルワーカー）
山本　祐樹 （ソーシャルワーカー）
野口　史緒 （ソーシャルワーカー）
山内　寛貴 （ソーシャルワーカー）

【がん相談】　　　　　 　　 ・「がん」に関わる医療や, がん患者の生活についての相談
・「生殖医療相談」がん治療に伴う妊孕性に伴う相談
・「緩和ケア」に関する相談
（がん相談支援センター）
平日 9：00～17：00 予約制
担当者 苅谷　三月 （看護師）

日比野　美由紀 （看護師）
【女性専門相談】 ・女性医療スタッフによる健康相談

平日 予約制
担当者 女性医療スタッフ

【セカンドオピニオン】　　 ・診断法や治療法について主治医以外の意見を聞くことに関する
相談
平日 予約制
担当者 服部　真由美 （事務職員）

【要望・苦情等】 ・要望・苦情等
平日 9：00～17：00

ご相談
窓　口

2020年3月1日現在

※安全管理に関するご相談もお受けします。

・相談窓口案内（相談対応者案内）担当者名


